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〔
解
題
〕

　

京
都
女
子
大
学
所
蔵
蘆
庵
文
庫
『
院
蔵
人
備
亡
』
は
、
後
桜
町
上
皇
（
一
七
四
〇
～
一
八
一
三
）
の
仙
洞
御
所
で
執
り
行
わ
れ
た
各
種
儀

式
に
お
け
る
院
蔵
人
の
役
割
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
［
整
理
書
名
］『〔
院
蔵
人
備
亡
〕』［
著
者
］
細
川
常
顕
著
・〔
藤
島
宗
順
補
記
〕［
整
理
番
号
］
Ａ
三
三
［
目
録
通
番
］
一
二
九
八
［
外
題
］

中
央
に
打
付
書
「
院
蔵
人
備
亡
」［
内
題
］
な
し
［
成
立
］
文
化
四
年
［
装
訂
・
数
量
］
袋
綴
（
紙
縒
綴
）
一
冊
［
寸
法
］
二
七
・
五
×

一
九
・
六
糎
［
丁
数
］
全
七
〇
丁
［
料
紙
］
楮
紙
［
元
奥
書
］（
貼
紙
・〔
藤
島
宗
順
筆
〕）「
此
一
帖
者
去
寛
政
三
年
以
来
／
洞
裏
恒
例
臨
時
等

院
蔵
人
所
役
之
分
／
源
常
顕
筆
記
并
所
図
也
後
来
為
覚
／
悟
予
亦
乞
之
得
書
写
題
公
用
録
畢
／
于
時
寛
政
六
年
夏
六
月
中
旬
／
木
工
助
江
俊
常
」

　

本
書
に
は
、
仙
洞
御
所
に
お
け
る
諸
行
事
の
次
第
や
、
院
蔵
人
た
ち
の
具
体
的
な
役
割
等
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朝
廷
研

蘆
庵
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究
に
お
い
て
貴
重
な
記
録
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
諸
儀
式
の
中
に
は
歌
会
に
関
す
る
記
録
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
史
の
側
面
か
ら
も

看
過
で
き
な
い
。
天
明
の
大
火
（
一
七
八
八
）
等
に
よ
っ
て
宮
中
の
諸
儀
式
が
途
絶
し
て
い
た
な
か
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
は
歌
会

始
が
復
活
す
る
な
ど
復
興
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
が
、本
書
に
も
「
寛
政
三
年
二
月
十
八
日
御
会
始
」「
寛
政
三
年
二
月
廿
六
日
御
当
座
始
」「
柿

本
神
影
供
」
な
ど
、
仙
洞
御
所
で
開
催
さ
れ
た
歌
会
に
つ
い
て
、
当
日
の
動
き
ま
で
も
詳
細
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
院
蔵
人
と
は
、
院
の
御
所
に
奉
仕
す
る
蔵
人
の
こ
と
で
、
非
蔵
人
で
上
北
面
と
な
れ
る
旧
家
か
ら
補
せ
ら
れ
、
幕
末
頃
の
員
数
は

一
人
あ
る
い
は
二
人
で
あ
っ
た
。
近
世
後
期
に
は
六
十
軒
以
上
あ
っ
た
非
蔵
人
の
う
ち
、
上
北
面
と
な
れ
る
の
は
十
軒
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

院
蔵
人
と
な
れ
る
者
は
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
。
な
お
、
出
自
が
異
な
る
た
め
、
下
北
面
か
ら
上
北
面
へ
上
が
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
さ
ら
に
出
世
を
す
る
者
は
、
六
位
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
こ
こ
ま
で
昇
進
で
き
る
家
柄
は
、
諸
大
夫
格
で
は
二
軒
の
北
小
路

家
、
非
蔵
人
で
は
細
川
・
藤
島
・
橋
本
家
の
三
軒
な
ど
、
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
（
下
橋
敬
長
著
・
羽
倉
敬
尚
注
『
幕
末
の
宮
廷
』
平
凡
社

東
洋
文
庫
、
一
九
七
九
年
）。

　

奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
細
川
常
顕
（
一
七
五
三
～
一
八
三
一
）
の
図
入
り
記
録
を
、
北
小
路
俊
常
（
一
七
八
一
～
一
八
五
三
）
が
寛
政

六
年
（
一
七
九
四
）
六
月
に
書
写
し
た
も
の
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
奥
書
は
貼
紙
に
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
の
筆
跡
と
も
異
な
る
。
ま
た
、

本
資
料
に
は
寛
政
六
年
以
降
の
年
次
が
記
さ
れ
た
記
事
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
追
記
は
す
べ
て
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

俊
常
転
写
本
を
参
照
し
て
は
い
る
も
の
の
、本
書
が
俊
常
に
よ
る
書
写
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
、巻
頭
の
「
元

日
四
方
拝
」
に
は
、
寛
政
五
・
九
・
十
一
・
十
二
年
・
享
和
二
年
・
文
化
四
年
の
追
記
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。

な
お
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
三
月
七
日
を
下
る
記
事
は
な
い
こ
と
か
ら
、
同
日
が
本
資
料
成
立
の
下
限
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
は
多
数
の
貼
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
筆
者
は
、
筆
跡
か
ら
新
日
吉
神
社
の
祠
官
か
つ
地
下
官
人
で
あ
っ
た
藤

島
宗
順
（
一
七
五
六
～
一
八
二
一
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
貼
紙
に
転
写
さ
れ
た
奥
書
の
筆
跡
も
付
箋
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
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こ
れ
も
ま
た
宗
順
筆
で
あ
ろ
う
。
宗
順
は
明
和
三
年（
一
七
六
六
）三
月
十
三
日
に
十
一
歳
で
非
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
、享
和
三
年（
一
八
〇
三
）

八
月
二
十
八
日
に
四
十
八
歳
で
正
六
位
上
・
勘
解
由
判
官
に
叙
任
、
そ
の
二
日
後
に
院
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
て
い
る
。
宗
順
が
院
蔵
人
を
辞
し

た
の
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
九
月
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
院
蔵
人
の
補
任
時
期
と
、
宗
順
自
身
に
よ
る
付
箋
へ
の
書
き
入
れ
の

年
次
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
本
資
料
は
宗
順
が
院
蔵
人
で
あ
っ
た
際
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
に
は
、
同
じ
く
宗
順
筆

の
、
剥
が
れ
た
付
箋
四
片
が
挟
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
本
文
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
記
事
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
宗
順

に
よ
り
付
箋
と
し
て
追
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
本
文
と
し
て
記
さ
れ
た
わ
け
で
、
宗
順
か
あ
る
い
は
そ
の
後
の
人
の
所
為
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
と
同
時
に
、
宗
順
筆
の
付
箋
・
貼
紙
も
多
数
残
っ
て
お
り
、
本
書
の
書
写
は
宗
順
と
同
時
代
、
も
し
く
は
そ
の
後
そ
れ
程
隔
た
ら
な

い
時
期
の
書
写
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

従
っ
て
、
本
文
の
書
写
者
は
不
詳
で
、
奥
書
も
貼
紙
に
記
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
根
幹
と
な
っ
て
い
る
部
分
は
、
常
顕
・
俊
常
が
院

蔵
人
の
職
に
あ
っ
た
際
に
書
か
れ
た
記
録
と
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
常
顕
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
十
一
月
十
八
日
に
二
十
三
歳
で
正

六
位
上
・
大
炊
助
に
叙
任
さ
れ
、
院
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
た
後
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
八
月
二
十
五
日
に
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
た
。
俊
常
は

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
十
月
十
九
日
に
十
二
歳
で
正
六
位
・
木
工
助
に
叙
任
さ
れ
、
院
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
た
後
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

十
二
月
十
一
日
に
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
、
主
税
助
に
任
ぜ
ら
れ
た
（『
地
下
家
伝
』）。
両
名
と
も
、
六
位
蔵
人
ま
で
昇
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
と
し
て
は
理
想
的
な
出
世
街
道
を
歩
ん
だ
地
下
官
人
で
あ
る
。
宗
順
は
常
顕
や
俊
常
の
父
俊
幹
（
一
七
五
一
～
一
八
二
〇
）
と
懇
意
に

し
て
お
り
、
な
か
で
も
常
顕
と
は
当
時
京
都
で
活
躍
し
た
歌
人
小
沢
蘆
庵
（
一
七
二
三
～
一
八
〇
一
）
の
門
弟
と
し
て
、
と
も
に
和
歌
稽
古

に
励
む
な
ど
、
と
り
わ
け
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
ら
は
、
書
籍
を
共
同
で
購
入
す
る
非
蔵
人
に
よ
る
講
へ
も
参
加
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
常
顕
と
俊
常
に
よ
る
記
録
を
宗
順
は
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
下
官
人
達
の
円
滑
な
文
化
的

交
流
が
、
宮
廷
行
事
を
下
支
え
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
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〔
凡
例
〕

一�
、
京
都
女
子
大
学
所
蔵
蘆
庵
文
庫
『
院
蔵
人
備
亡
』（
整
理
番
号
Ａ
三
三
、
目
録
通
番
一
二
九
八
）
の
翻
刻
で
あ
る
。
本
書
に
は
院
御
所
に

於
け
る
諸
行
事
の
際
の
見
取
り
図
が
三
十
七
図
備
わ
る
が
、
そ
れ
ら
の
写
真
を
翻
刻
の
後
に
一
括
し
て
掲
げ
た
。

一�

、
図
版
中
に
書
き
込
ま
れ
た
語
句
や
記
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
翻
刻
を
図
版
の
左
に
ま
と
め
て
示
し
た
。
但
、「
〃
」
の
記
号
に
つ
い
て
は

省
略
し
た
。
な
お
、
図
版
中
の
人
や
器
具
、
御
座
の
位
置
と
動
線
は
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

一�

、
翻
字
は
原
則
と
し
て
原
本
通
り
と
す
る
。
但
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
合
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
適
宜
、
句
読
点
・
並
列
点
を
施
し
清
濁
を
分
か
っ
た
。

一
、
丁
の
表
・
裏
の
移
り
目
は
「
」」
で
示
し
た
。

一
、
合
点
は
「
〽
」
で
示
し
た
。

一
、
割
書
部
分
は
〈　

〉
で
括
り
、
改
行
箇
所
に
は
「
／
」
を
示
し
た
。

一
、
虫
損
・
抹
消
等
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所
は
、
字
数
が
判
る
場
合
は
□
で
、
判
ら
な
い
場
合
は
［　

］
で
示
し
た
。

一
、
単
純
な
誤
字
訂
正
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
、
改
め
た
後
の
形
で
翻
字
し
た
場
合
が
あ
る
。

一
、
記
事
の
検
索
の
便
の
た
め
、
行
事
名
に
当
る
語
句
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

一
、
そ
の
他
、
私
の
注
記
事
項
は
（　

）
で
示
し
た
。
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〔
翻
刻
〕

　
　
　
　
　
【
図
版
1
、
弘
御
所
】」（
1
オ
・
1
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
2
、
小
御
所
】」（
2
オ
・
2
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
3
、
常
御
所
】」（
3
オ
・
3
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
4
、
四
方
拝
】」（
4
オ
・
4
ウ
）

元
日
、
四
方
拝
。
子
刻
奉
行
別
当
蔵
人
束
帯
。
九
年
、
亥
刻
可
参
被
示
。
十
二
年
、
亥
半
刻
可
参
、
姉
小
路
被
示
。

一
、
寝
殿
御
装
束
如
常
。
南
面
八
ヶ
所
設
灯
械
。
土
器
油
等
従
口
向
庁
官
江
渡
。

一
、
主
典
代
・
庁
官
・
御
随
身
等
廻
庭
上
令
奉
仕
、
御
拝
御
座
。

一
、
四
季
御
屏
風
四
帖
、
主
典
代
江
渡
。

一
、
廂
御
座
灯
台
、
五
位
判
官
代
・
予
等
設
。
予
撤
〈
灯
台
運
送
拵
置
。
ヒ
タ
シ
燈
シ
ン
・
間
・
土
器
廿
枚
等
乞
之
。
／
灯
台
付
油
指
ニ
油
乞
。〉

一
、
掌
灯
女
嬬
供
之
、
油
杯
従
階
下
庁
官
授
之
。
九
年
、
御
昼
不
見
合
廻
ス
。

一
、
御
拝
御
座
具
之
旨
、
主
典
代
届
、
其
旨
申
奉
行
。

一
、
出
御
之
時
御
沓
、
蔵
人
役
送
有
之
。
無　

出
御
者
、
臨
期
奉
行
よ
り
被
示
主
典
代
江
申
渡
。
令
撤　

御
座
畢
而
各
退
出
。

〽
一修
理
職
奉
行
下
知
也

、
修
理
職
如
例
可
沙
汰
旨
、
兼
日
従
院
司
下
知
之
事
。

一
、
相
済
後
、
御
香
炉
、
主
典
代
よ
り
請
取
、
伝
奏
衆
間
江
入
置
。

〽
一
、
修
理
職
方
職
退
出
申
渡
。」（
5
オ
）

一
、
灯
械
、
庁
官
修
理
職
よ
り
乞
取
掛
之
。
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調
進
物
如
左

　

厚
畳　

薄
畳　

毯
代　

八
脚
机　

香
炉　

木
花　

灯
台　

莚
道　

贖
物

　
　

右
主
典
代

　

庭
燎
黒
木　

油
土
器

　
　

右
庁
官

五
年
、
時
儀
如
昨
年
。
常
顕
参
仕
。

九
年
、
所
衆
参
勤
。

十
一
年
十
二
月
廿
八
日
、
姉
小
路
羽
林
よ
り
被
示
、
所
司
江
令
下
知
。
交
名
同
日
出
。

十
二
年
元
日
、
予
参
仕
如
例
。

享
和
二
年
十
二
月
廿
六
日
、
被
仰
出
奉
行
梅
小
路
勘
解
由
次
官
。
元
日
、
蔵
人
已
下
亥
刻
参
勤
」（
5
ウ
）　

如
例
。
調
進
物
如
例
。
富
嶋
召

遣
於
外
様
口
申
渡
。
当
日
木
工
助
参
勤
。

文
化
四
年
正
月
元
日
、
四
方
拝
、
亥
半
刻
参
仕
。
具
集
朝
臣
被
示
。

同
年
、
掌
灯
女
嬬
廻
事
、
自
今
御
昼
被
触
後
可
申
込
評
定
被
示
旨
、
奉
行
具
集
朝
臣
被
申
伝
。
自
余
供
候
後
、
女
嬬
廻
之
事
斗
残
置
。
女
嬬

廻
被
供
御
灯
。」（
6
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
5
、
拝
礼
】」（
7
オ
・
7
ウ
）

拝
礼

先
降
車
寄
、於
中
門
外
仮
立
。
申
次
正
親
町
前
大
納
言
入
車
寄
妻
戸
被
進　

御
前
。
降
西
透
渡
殿
沓
脱
出
中
門
復
命
。
終
而
於
本
所
着
沓
立
列
。
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関
白
殿
令
入
中
門
給
練
歩
。
次
々
非
練
歩
止
位
一
揖
。
両
三
歩
進
。
操
裾
〈
向
右
向
左
／
流
々
有
歟
〉。
大
臣
公
卿
一
列
、
蔵
人
頭
以
下
五
位

迄
一
列
、
六
位
一
列
、
拝
舞
終
而
従
下
臈
退
入
。
蔵
人
頭
迄
退
入
之
後
、
関
白
殿
御
退
入
〈
練
歩
／
如
初
〉〈
但
此
間
門
院
流
之
人
ツ
ヽ
居

／
他
門
之
人
警
打
〉。
大
臣
之
間
同
上
。
次
大
納
言
、
次
中
納
言
、
参
議
、
散
三
位
退
入
。

一
、
寛
政
四
年
正
月
、
敷
設
如
常
。

一
、
申
次
執
権
勧
修
寺
前
大
納
言
経
逸
卿
。

一�

、
奉
行
勧
修
寺
右
頭
弁
、
当
日
辰
刻
可
参
被
示
。
蔵
人
両
人
束
帯
。
主
典
代
・
庁
官
参
仕
事
。
警
固
事
、
同
朝
臣
被
示
。
取
次
江
申
渡
。」

（
8
オ
）

一�

、
巳
刻
、
家
拝
礼
ニ
不
立
人
参
仕
。
当
年
午
刻
過
、
家
拝
終
而
各
参
仕
於
便
所
御
祝
出
。
未
刻
過
下
殿
。
中
門
外
、
仮
立
如
例
。
申
次
執
権

勧
修
寺
前
大
納
言
、
進
殿
下
下
承
事
由
、
如
図
進
承
事
申
被
示
殿
下
其
道
下
中
門
沓
脱
徒
践
於
車
寄
辺
被
着
沓
如
例
。
殿
下
入
中
門
橘
之

南
よ
り
練
歩
。
令
止
楷
陰
辺
給
。
次
大
臣
不
及
練
歩
。
次
ニ
止
沓
揖
操
裾
。
次
々
如
此
。
六
位
蔵
人
迄
参
進
之
後
、
一
度
ニ
拝
舞
。
終
而
従

下
臈
退
出
。
参
議
退
終
而
殿
下
よ
り
御
退
出
終
。
練
歩
次
々
退
出
。

一
、
同
九
年
、
申
沙
汰
柳
原
頭
弁
均
光
朝
臣
拝
礼
巳
刻
候
間
、
辰
刻
蔵
人
両
人
可
参
被
示
。

一�

、
主
典
代
・
庁
官
・
所
衆
〈
所
衆
当
年
／
始
而
参
〉
等
参
勤
之
事
。
禁
中
ニ
而
蔵
人
方
之
官
人
極
臈
よ
り
催
之
事
候
間
、
此
方
ニ
而
も
蔵
人
よ

り
可
下
知
道
理
候
間
、
召
設
候
而
可
申
渡
旨
被
示
。
幸
主
典
代
詰
合
候
故
、
井
上
丹
後
守
江
申
渡
、
余
者
令
申
伝
。

　

右
之
子
細
も
申
渡
置
候
事
。」（
8
ウ
）

一
、
其
外
諸
事
、
当
日
頭
弁
参
勤
以
前
可
設
置
被
示
候
事
。

一
、
中
門
開
事
并
中
門
唐
門
等
警
固
、
如
先
例
可
覚
悟
旨
取
次
小
佐
治
右
衛
門
尉
江
申
渡
。
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一
、
殿
庭
掃
除
之
事
、
兼
日
下
北
面
江
申
渡
。

一
、
掛
戸
事
、
修
理
職
江
申
渡
。

一�

、入
夜
之
灯
台
灯
械
等
如
例
。
庭
燎
如
図
四
ヶ
所
可
設
事
、是
又
被
示
。
但
、如
常
御
台
所
ニ
而
用
意
之
事
、取
次
江
申
渡
置
候
事
。」（
9
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
6
、
吉
書
御
覧
】」（
10
オ
・
10
ウ
）

吉
書
　
御
覧

一�

、
寛
政
四
年
正
月
三
日
辰
刻
参
仕
束
帯
。
先
公
卿
着
座
。
次
別
当
着
殿
上
奥
座
。
蔵
人
着
横
敷
。
別
当
気
色
、
蔵
人
受
之
抜
足
出
簀
子
。
庁

官
持
参
吉
書
、
蔵
人
取
之
附
別
当
復
座
。
別
当
附
御
厩
別
当
或
執
権
。
内
覧
畢
。
奏
聞
御
覧
畢
。
返
給
。
又
、
公
卿
内
覧
畢
。
復
座
。
別

当
披
見
畢
。
目
蔵
人
々
進
寄
取
吉
書
下
庁
官
退
入
。

一�

、
入
御
之
後
、
参
役
一
統
、御
厩
別
当
徳
大
寺
大
納
言
実
祖
卿
・
裏別
当辻
中
将
公
理
朝
臣
・
蔵
人
木
工
助
大
江
俊
周
恐
悦
申
上
。
一
統
御
祝
出
。

一
、
寝
殿
以
下
御
装
束
如
常
。

一丑
、
執
権
中
門
廊
よ
り
参
仕
也
。〈
但
、
刻
限
参
便
宜
所
。
臨
期
被
／
昇
中
門
車
寄
妻
戸
〉

一
、
乱
箱
此
方
よ
り
出
。
其
余
如
昨
年
。　

中
門
開
并
警
固
。」（
11
オ
）

一子�

、
正
月
三
日
補
設
取
掛
。
従
別
当
承
官
人
廻
之
儀
、
従
此
方
評
定
卿
江
申
届
。
官
人
江
命
廻
候
儀
、
下
北
面
ヨ
リ
以
非
蔵
人
評
定
卿
江
相
届

候
事
。

一
、九
年
、
常
顕
時
義
如
例
。
刻
限
卯
半
刻
。

一
、十
二
年
十
二
月
廿
八
日
、
梅
小
路
殿
被
示
所
司
江
令
下
知
交
名
出
、
則
奉
行
江
附
。
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一
、
享
和
二
年
十
二
月
廿
六
日
、
被
仰
出
奉
行
庭
田
中
将
、
蔵
人
頭
卯
半
刻
参
勤
之
事
、
富
嶋
江
申
渡
。
当
日
予
参
勤
。

一
、
文
化
四
年
正
月
二
日
、
御
門
開
警
固
之
事
、
更
ニ
不
及
下
知
。
式
面
ニ
而
如
例
覚
悟
之
事
、
取
次
渡
辺
信
濃
守
尋
ニ
付
如
此
答
畢
。

一
、
御
門
開
警
固
立
之
事
、
敷
試
具
之
比
取
次
江
申
渡
。
撤
却
之
比
又
申
渡
。」（
11
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
7
、
御
歯
固
】」（
12
オ
）

御
歯
固

一
、
亥
正
月
・
子
正
月
等
如
図
。
二
日
申
半
刻　

出
御
。
朝
餉
女
房
沙
汰
也
。
御
装
束
蔵
人
奉
仕
。

一
、
寛
政
九
年
元
日
、
拝
礼
之
後
更
可
有　

出
御
旨
、
評
定
卿
兼
而
被
示
。
時
義
如
例
。

一
、
丑
年
元
日
、
設
置
退
出
。
翌
日
撤
却
。

一
、
来
巳
正
月
元
日
ヽ
被　

仰
出
候
旨
、
極
月
廿
八
日
、
豊
岡
殿
被
申
渡
。

一
、
十
年
元
日
設
、
三
日
撤
。

一�

、
文
化
四
年
正
朔
、
表
使
内
々
尋
合
今
日
之
由
。
依
之
構
置
退
出
。
自
評
定
衆
更
ニ
無
沙
汰
。　

御
塞
申
出
。
当
番
唐
橋
殿
点
検
、
兵
部

大
輔
被
従
之
。
宣
旨
也
。
翌
日
参
勤
之
上
、
令
撤
却
。
如
此
ニ
而
相
済
也
。
已
後
覚
悟
之
事
。」（
13
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
8
、
千
秋
万
歳
】

　
　
　
　
　
【
図
版
9
、
同
（
貼
紙
）】」（
14
オ
）

千
秋
万
歳

寛
政
四
年
正
月
五
日
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一�
、
明
六
日
、
千
秋
万
歳
催
如
例
可
沙
汰
旨
、
評
定
卿
被
示
。
取
次
江
万
歳
役
人
警
固
階
番
以
下
如
例
可
沙
汰
旨
申
渡
。
御
装
束
、
殿
奉
行

沙
汰
也
。
刻
限
凡
巳
刻
。

一�

、
当
日
糺
具
否
評
定
卿
申　

出
御
以
前
豫
万
歳
以
下
廻
切
戸
外
。
且
可
令
敷
設
旨
申
渡
。
其
後
言
上
。

一
、
出
御
之
刻
、
評
定
卿
被
示
。
悉
廻
御
庭
。
但
附
武
家
共
。

　

右
当
年　

出
御
之
後
、
漸
具
。
明
年
可
心
得
、
取
次
江
も
申
渡
。

一
、
出
御
ニ
而
小
児
出
座
見
合
如
図
進
可
始
旨
修
理
職
江
令
下
知
、
復
座
南
簀
子
。

　

終
而　

入
御
之
時
、
庭
上
之
人
数
早
々
令
退
而
退
入
。
其
後
退
出
申
渡
。

一�

、
同
五
年
、
時
義
如
昨
年
。
但
、
御
塞
以
前
南
切
戸
之
外
迄
悉
廻
シ
置
。
取
次
壱
人
東
透
渡
殿
之
沓
脱
之
辺
ニ
置
。　

出
御
之
後
、
右
之
取

次
江
令
下
知
、
廻
小
御
所
御
庭
。　

入
御
以
前
悉
令
退
事
如
初
。」（
15
オ
）

一
、
享
和
二
戌
年
、
出
御
前
警
固
立
附
武
家
以
下
鳥
飼
迄
着
座
之
後
言
上
。　

出
御
之
時
万
歳
而
已
出
座
。」（
15
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
10
、
白
馬
御
覧
】」

　
　
　
　
　
【
図
版
11
、
白
馬
御
覧
（
挟
み
紙
）】」（
16
オ
）」（
16
ウ
）

白
馬
　
御
覧

一
、
寛
政
四
年
正
月
、
奉
行
裏
辻
羽
林
依
与
奪
催
常
顕
参
仕
衣
体
如
常
。

　

前
日
御
随
身
拝
借
物
有
願
。
裏
辻
羽
林
江
申
入
相
済
、
勝
手
ニ
可
申
出
村
雲
江
申
渡
。

　

白
丁
四
人
如
例
出
候
様
同
願
。
則
取
次
江
申
渡
。

一
、
主
典
代
・
庁
官
辰
半
刻
参
仕
事
。
丹
後
守
申
渡
。
庁
官
令
申
渡
。
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一
、
家
公
依
御
歓
楽
申
次
差
次
侍
中
参
仕
。

一
、
敷
設
具
之
旨
評
定
卿
江
可
届
事
。

一
、
当
日
御
随
身
揃
評
定
卿
江
可
届
事
。

一
、
警
固
、
評
定
卿
よ
り
兼
日
有
下
知
。

一
、
五
年
よ
り
所
衆
加
。

（
補
入
）
一�

、
殿
上
小
庭
々
燎
之
儀
、
依
官
人
申
出
候
。
右
ニ
付
別
当
梅
小
路
殿
江
申
入
候
処
、
先
今
年
者
殿
上
公
卿
間
等
江
灯
台
」（
17
オ
）

　

出
候
様
被
命
、
丹
後
守
江
申
渡
之
。〕」（
17
ウ
）

一
、
文
化
三
年
正
月
七
日
申
半
刻
斗
、
灯
台
四
基
金
器
四
枚
皆
具
庁
官
江
相
渡
。
庭
燎
可
廻
取
次
へ
申
渡
。

八�

日
・
十
四
日
等
御
修
法
御
撫
物
被
出
候
ニ
付
、
是
迄
蔵
人
壱
人
参
勤
候
処
、
自
今　

禁
中
之
通
御
塞
見
繕
之
節
、
当
番
之
人
、
蝉
ク
ロ
ヽ

ハ
ヅ
シ
置
候
趣
、
評
定
六
条
殿
江
申
入
置
候
事
。

　
　
　
　
子
正
月

一
、
来
八
日
・
十
四
日
御
修
法
御
撫
物
辛
櫃
之
事
。
同
舁
人
之
事
。

一
、
中
門
開
警
固
之
事　
刻
限
巳
刻
無
遅
々
。

一
、
庁
官
参
仕
之
事
。

　
　
　
　
寅
正
月

右
烏
丸
弁
殿
被
申
渡
。
取
次
江
申
渡
候
事
〈
此
儀
如
何
、
不
審
。
例
年
中
門
廊
之
車
寄
之
唐
戸
、
命
下
北
面
令
／
開
之
。
臨
期
例
年　

御
撫

物
返
上
之
節
、
極
臈
参
上
之
上
下
北
面
／
令
開
之
流
例
也
〈
八
日
・
十
四
日
／
等
同
断
〉〉。

酉
年
正
月
六
日
、
同
断
。
日
野
西
弁
殿
被
示
出
雲
守
へ
申
渡
之
事
。
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享�
和
元
年
十
二
月
十
三
日
、
辛
酉
ニ
付
御
修
法
被
行
。
御
撫
物
被
出
節
、
辛
櫃
并
舁
人
等
廻
候
事
及
遅
刻
候
ニ
付
、
取
次
心
得
相
尋
候
処
、
此

方
よ
り
催
促
之
時
相
廻
シ
候
覚
悟
ニ
而
候
故
、
是
迄
及
遅
刻
候
故
、
自
今
庁
官
よ
り
申
之
、
早
速
相
廻
シ
候
様
、
自
今
覚
悟
之
事
、
渡
辺
出

雲
守
へ
申
渡
。
庁
官
」（
18
オ
）　
江
も
申
渡
。
返
上
之
節
も
庁
官
先
此　

御
所
へ
参
候
而
、
為
持
候
而
、
上
御
所
江
参
候
様
同
申
渡
置
候
事
。」

（
18
ウ
）

【
図
、
院
家
・
諸
寺
】

一
、
当
日
参
仕
之
上
、
内
侍
中
江
交
名
申
請
ニ
遣
杉
原
四
折
、
如
左
。

　
　
　
　

今
日
諸
礼
参
勤
交
名

　
　
　
　

申
請
度
候
也
。

　
　
　
　
　

正
月
十
三
日　
　

ー
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー
ー

　
　

ー
ー
ー

　
　

ー
ー
ー

　
　

ー
ー
ー

　
　

ー
ー
ー

　

右
色
紙
文
匣
ニ
入
、
四
人
名
札
差
込
仕
丁
使
。

右
到
来
之
上
、
院
伝
間
ニ
而
武
伝
よ
り
来
書
付
と
令
校
合
、
其
上
書
認
也
。

正
月
十
三
日
諸
礼
巳
刻
出
仕
。

一
、
院
家
諸
寺
八
幡
社
務
医
師
等
献
上
之
交
名
令
清
書
。
右
案
紙
六
位
侍
中
江
乞
請
、
院
伝
江
入
見
参
清
書
。
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一
、
献
上
之
交
名
、
院
家
一
紙
、
諸
寺
一
紙
、
八
幡
社
務
一
紙
、
医
師
一
紙
、
中
奉
書
ニ
認
。
同
紙
上
包
〈
一
緒
ニ
／
包
〉
元
大
奉
書
也
。

一
、
同
断
。
次
奉
書
交
名
上
包
同
紙
。」（
19
オ
）

　
　
　
　

右
伝
奏
江
附

右
料
紙

中
奉
書
元
大
奉
書　

一
帖　
　
　

筆　

一
対　
　

墨　

一
挺

　
　
　
　

従
御
内
儀
乞

次
奉
書
元
上
々
奉
書　

一
帖　
　

杉
原
元
次
奉
書　

一
帖　
　

美
濃
紙
元
大
御
定　

一
帖　
　

筆
二
対
物
、
元
壱
対
物　

二
対　
　

墨　

一
挺

　
　
　
　

従
口
向
乞
之

一
、
院
家
揃
伝
奏
江
届
有
。
出
会
竹
間
南
北
対
座
。
入
口
北
、
両
度
同
上
。

　

田
中
善
法
寺
・
法
国
寺
、
東
西
対
座
。
入
口
東
。
但
壱
人
宛
別
ニ
言
渡
也
。

　

諸
寺
諸
大
夫
間
、
東
方
東
面
列
座
。
伝
奏
竹
間
よ
り
被
申
渡
。
間
ノ
襖
開
置
。

　

医
師
、
先
御
詰
廊
下
ニ
而
拝
診
之
事
、
第
一
壱
人
江
被
申
渡
。
無　

御
対
面
之
旨
被
申
渡
儀
、
諸
寺
同
様
。」（
19
ウ
）

　

非
蔵
人
揃
奉
行
衆
江
申
入
。
御
詰
廊
下
江
上
北
面
蔵
人
之
内
、
番
頭
・
番
頭
代
一
人
宛　

中
宮
御
所
第
一
等
令
誘
引
。
奉
行
衆
被
申
渡
後
、

　

御
礼
被　

仰
出
候
。
御
礼
両
役
奉
行
衆
御
内
儀
等
江
申
、
退
出
誘
引
同
上
。」（
20
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
12
、
三
毬
打
】」（
21
オ
）

御
吉
書
・
三
毬
打

一
、
役
送
上
北
面
・
蔵
人
、
各
壱
人
兼
日
有
沙
汰
交
名
出
。
当
日
申
半
刻
参
仕
。
狩
衣
・
指
貫
。
評
定
奉
行
之
内
江
申
。



14

一
、
宿
直
下
北
面
二
人
、
三
毬
打
役
人
相
揃
之
上
、
評
定
江
届
。

一
、
刻
限
命
取
次
、
悉
廻
庭
上
。
役
送
両
人
如
図
参
着
。

一�

、
小
児
出
座
之
時
、
上
北
面
参
進
于
北
第
一
間
。
御
吉
書
従
簾
下
被
出
従
内
被
上
。
取
之
於
東
階
授
下
北
面
〈
昇
階
三
級
／
取
之
〉。
硯
蓋

共
授
。
下
北
面
取
之
、
入
三
毬
打
之
内
、
上
北
面
復
座
有
蹲
踞
。
次
蔵
人
参
進
于
南
方
燭
下
、
取
蝋
燭
於
東
階
授
下
北
面
同
上
。
点
火
返
上

蔵
人
如
元
而
復
座
。
次
午
飼
発
声
其
余
応
之
。
畢
而
三
毬
打
之
竹
、
下
北
面
持
参
于
本
所
乗
硯
蓋
。
上
北
面
取
之
於
本
所
返
上
畢
而
復
座
。

次　

入
御
各
退
入
。

一
、
御
前
御
燭
二
基
〈
清
火
也
。
従
清
間
／
乞
之
〉
南
西
北
御
燭
一
基
宛
出
。

一
、
諸
役
人
不
残
廻
之
後
、
御
塞
言
上
之
事
。」（
22
オ
）

一
、
廊
下
之
奥
戸
〆
切
之
事
。

一巳
年、
御
道
筋
廊
下
六
ヶ
間
垂
簾
屏
風
余
〆
切
。」（
22
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
13
、
寛
政
三
年
二
月
十
八
日
御
会
始
】」（
23
オ
）」（
23
ウ
）

御
会
始

一
、
蔵
人
両
人
申
刻
参
仕
之
事
。
兼
日
北
面
非
蔵
人
奉
行
被
示
交
名
姓
名
。
当
日
参
仕
狩
衣
指
貫
。
届
御
会
奉
行
。

一
、
灯
台
三
台
豫
設
之
〈
打
敷
〈
三
枚
〉
金
器
〈
六
枚
〉
／
替
共
〉。

一
、
出
御
之
刻
、
御
文
台
、
御
会
奉
行
被
渡
。
如
図
居
置
〈
奉
行
御
懐
紙
／
持
参
之
刻
也
〉。

　

�

御
製
披
講
之
前
、
有
掻
上
。　

御
前
五
位
院
司
、
御
文
台
元
切
灯
台
、
蔵
人
設
之
〈
土
器
一
枚
掻
上
持
参
／
受
灯
下
而
掻
上
也
〉
畢
而
御

懐
紙
奉
行
被
持
退
、
蔵
人
取
御
文
台
退
。



蘆庵文庫蔵『院蔵人備亡』解題と翻刻15

一�
、
相
済
後
、
於
便
所
献
出
巡
流
三
献
。
先
居
肴
物
羽
盛
次
銚
子
〈
間
土
器
一
枚
持
／
一
献
肴
二
献
加
〉
次
加　

毎
ヶ
所
改
土
器
。
殿
上
人
不

及
加
。
但
被
附
哉
否
、
従
献
方
尋
置
。

一
、
寛
政
八
年
未
半
刻
可
参
。
藤
谷
殿
被
示
。

一寛
政
九
年

　

木
工
助
雖
服
中
依
軽
服
役
送
勤
仕
、
重
服
者
可
憚
、
但
惣
詰
者
雖
重
服
参
仕
〈
併
／
不
／
預
御
会
之
事
〉。」（
24
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
14
、
関
東
使
参
院
】」（
25
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
15
、
同
、
竹
間
】」（
25
ウ
）

関
東
使
参
　
院

一
、
兼
日
被
示
刻
限
参
仕
、
狩
衣
指
貫
。

一
、
献
上
物
参　

院
以
前
持
参
、
如
図
設
置
。
蔵
人
伝
奏
江
尋
操
置
。

（
補
入
）〔
一
、
進
覧
献
上
之
品
等
、
北
面
受
取
、
相
揃
之
上
、
手
目
六
取
寄
引
合
相
揃
之
旨
、
伝
奏
江
申
。
例
之
通
可
操
旨
、
被
示
。
夫
々

如
図
操
已
前
、
伝
奏
入
覧
之
事
無
之
。
三
家
献
物
者
、
伝
奏
間
江
操
也
。
従
差
図
鈴
ノ
口
ニ
操
置
。〕

一�

、
各
着
座
之
後
、
院
伝
目
蔵
人
、
々
々
受
之
、
取
太
刀
・
目
六
授
。
披
露
伝
奏
〈
左
目
六
／
右
太
刀
〉
復
座
。
伝
奏
披
露
畢
而
東
使
御
礼
、

伝
奏
復
座
。
有
数
時
、
幾
度
も
如
是
。
畢
而
東
使
所
司
代
等
自
分
御
礼
。

一
、
院
司
申
次
太
刀
目
六
自
分
披
露
、
置
中
段
端
、
退
于
廂
御
礼
申
。

一
、
東
使
被
下
物
数
多
時
、
上
北
面
蔵
人
三
人
参
院
、
以
前
被
下
物
、
伝
奏
被
渡
。

一
、
御
返
答
之
後
拝
領
之
事
、
東
使
被
申
渡
。
役
送
江
目
有
之
、
受
之
。
如
図
持
参
。

一
、
関
東
使
参　

院
之
節
、
自
今
寝
殿
御
格
子
上
斗
上
候
様
、
評
定
衆
被
申
渡
。
但
下
格
子
妻
戸
等
其
儘
候
事
。」（
26
オ
）



16
　
　
　
　
　
【
図
版
16
、
寛
政
三
年
二
月
廿
六
日
御
当
座
始
】」（
27
オ
）」（
27
ウ
）

御
当
座
始

一
、
役
送
上
北
面
・
蔵
人
、
各
壱
人
可
参
。
奉
行
被
示
刻
限
参
仕
狩
衣
指
貫
、
届
御
会
奉
行
。

一
、
刻
限
大
臣
・
親
王
以
下
次
第
着
座
。

　

�

先
御
陪
膳
人
進
供
御
題
復
座
。
次
大
臣
・
親
王
之
料
、
四
位
・
雲
客
役
送
畢
。
被
居
置
中
央
。
次
公
卿
以
下
進
被
取
之
。
次
御
硯
・
料
紙

等
、
御
陪
膳
之
人
被
供
進
。
次
四
位
・
五
位
・
雲
客
・
大
臣
・
親
王
之
料
役
送
。
次
上
北
面
蔵
人
賦
公
卿
・
雲
客
硯
。
次
料
紙
従
第
一
人

被
送
下
被
置
座
末
、
蔵
人
取
之
、
退
両
方
取
重
。
次
各
退
入
〈
下
﨟
／
為
先
〉。

一
、
上
北
面
御
左
方
、
蔵
人
御
右
方
也
。
御
左
方
硯
不
足
者
、
蔵
人
更
進
賦
之
。

一
、
進
時
従
親
王
オ
前
膝
行
。

一
、
大
臣
・
親
王
無
出
座
之
時
、
上
北
面
蔵
人
料
紙
有
役
送
。
羽
口
ヲ
右
ト
ス
。

一
、
読
上
入
夜
、
蔵
人
御
燭
御
用
有
之
。
掻
上
如
御
会
始
。

一
、
寅
正
月
紙
役
送
常
顕
、
羽
口
作
者
之
右
之
方
ニ
相
成
様
ニ
前
ニ
置
退
。」（
28
オ
）

（
28
丁
の
袋
の
内
側
に
折
紙
一
紙
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
紙
背
は
書
状
）

〔
御
髪
上
之
事

一
、
自
評
定
日
時
被
申
渡
。

一
、
庁
官
参
勤
之
事
取
次
へ
申
渡
、
或
召
寄
於
外
様
口
申
渡
。

一
、
修
理
職
申
渡
事
。
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一
、
当
日
従
御
内
義
文
匣
蓋
へ
入
被
分
、
手
燭
添
、
従
評
定
被
渡
、
請
取
置
。

一
、
庁
官
廻
之
事
命
。

一
、
修
理
職
階
間
廻
之
事
命
。
退
出
之
例
之
通
令
申
。

一
、
渡
廊
ニ
而
庁
官
へ
渡
。
先
勘
文
相
渡
、
文
匣
之
蓋
・
手
燭
相
渡
。

一
、
相
済
之
後
手
燭
・
文
匣
蓋
・
勘
文
袋
等
返
上
、
於
初
所
請
取
外
様
口
へ
廻
。

一
、
階
間
通
之
事
申
。

一
、
評
定
へ
相
済
旨
申
届
、
返
上
之
品
々
属
之
、
退
出
之
事
届
申
候
。」

　

退
出
之
事
被
申
、
庁
官
退
出
之
事
外
様
口
ニ
而
申
渡
。

（
以
下
、
折
紙
へ
の
書
き
入
れ
）

一
、
御
取
置
之
事
、
朝
取
掛
之
事
評
定
へ
申
届
。
取
掛
候
旨
申
入
伺
□
意
候
者
其
義
也
。
右
二
台
分
。

一�

、
殿
上
薄
畳
厚
畳
改
之
事
。
庁
官
調
進
日
限
之
事
伺
、
評
定
へ
附
尋
定
庁
官
へ
命
。
当
日
参
仕
之
事
無
之
。
宅
へ
伺
出
之
時
参
仕
之
口
外
様

口
へ
可
出
旨
申
置
。
其
比
迄
評
定
へ
尋
定
申
渡
事
。

一
、
弘
御
所
御
取
置
之
日
、
長
幕
者
下
北
面
渡
斗
也
。
夫
を
拵
前
ニ
用
之
事
。
手
取
之
所
取
掛
申
評
定
へ
届
之
事
、
出
来
届
之
事
。

一
、
弘
御
所
翠
簾
掛
改
木
舞
押
中
央
鎮
子
置
之
事
、
十
二
月
末
へ
為
構
置
事
評
定
へ
届
両
方
へ
申
渡
事
。

（
以
下
、
折
紙
の
紙
背
の
松
尾
相
美
書
状
）

　

�

逐
日
寒
気
相
募
申
候
。
愈
御
清
康
珍
重
奉
賀
候
。
然
者
来
七
日
、
乍
御
苦
労
弥
御
参
之
儀
希
入
候
。
寒
気
之
時
分
一
入
御
苦
労
恐
入
候
。
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仍
為
念
以
書
中
如
斯
御
座
候
。
尚
期
貴
面
可
申
述
候
。
早
々
頓
首
。
／
十
二
月
三
日

（
宛
名
）〔
勘
ヶ
由
判
官
殿　

相
美
／
不
及
御
答
〕

　
　
　
　
　
【
図
版
17
、
闘
鶏
】」（
29
オ
）」（
29
ウ
）

闘
鶏

一
、
闘
鶏
従
祗
候
殿
上
人
献
上
〈
兼
日
修
理
職
勘
定
、
当
日
辰
刻
、
人
数
催
之
事
申
渡
、
当
日
廻
之
事
命
。
撤
格
子
・
掃
除
等
北
面
沙
汰
也
〉。

一
、
催
判
官
代
差
次
蔵
人
俊
幹
敷
設
、
判
官
代
・
蔵
人
等
申
合
可
奉
仕
旨
評
定
被
申
渡
。

一
、
牛
飼
藤
木
・
仙
納
吉
田
弥
一
等　

禁
中
相
済
後
参
。
衣
体
、
水
干
・
高ツ
ラ
ツ木沓
。
鶏
持
参
之
人
、
小
舎
人
童
・
雑
色
等
也
。

一
、
刻
限
中
門
開
、
宿
直
・
警
固
附
武
家
廻
事
、
評
定
有
下
知
。

一
、
鶏
并
牛
飼
揃
催
之
、
従
判
官
代
言
上
。

一
、
御
装
束
北
面
奉
仕
〈
御
装
束
具
之
節
、殿
上
唐
戸
ク
ロ
ヽ
ハ
ヅ
シ
置
事
。
／
御
装
束
具
之
事
評
定
江
申
、職
人
為
退
出
撤
却
、申
半
刻
と
申
渡
〉。

一
、
寛
政
七
年　

禁
中
依
無
闘
鶏
、
童
子
扶
持
・
衣
体
拝
借
、
極
﨟
江
相
願
、
評
定
衆
取
次
江
被
命　

禁
中
よ
り
御
借
用
。

一�

、
享
和
元
年
三
月
三
日
、
闘
鶏　

禁
中
不
被
為
有
。
依
之　

洞
中
斗
也
。
仙
納
弥
一
差
用
物　

禁
中
ニ
而
御
拝
借
申
沙
汰
判
官
代
ヨ
リ
評
定

衆
ヘ
差
用
之
儀
被
申
入
。
其
後
以
番
頭
取
次
江
有
下
知
。」（
30
オ
）
取
次
ヨ
リ
禁
中
江
申
遣
事
。」（
30
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
18
、
寛
政
三
年
御
楽
始
】」（
31
オ
）

御
楽
始

一�

、
三
月
卅
日
御
楽
始
、
午
半
刻　

出
御
于
小
御
所
。
未
半
刻
過　

入
御
。
御
人
数
左一
条大
臣
殿
以
下
公
卿
十
一
人
・
殿
上
人
三
人
・
楽
人
廿
人
。
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役
送
祥北
小
路光朝
臣
・
延日
野
西光・
上
北
面
肥松
室後
守
重
久
・
蔵
人
源
常
顕
・
大
江
俊
周
、
各
衣
冠
単
、
公
卿
座
母
屋
設
畳
、
殿
上
人
東
廂
、
楽
人
打

板
、
弦
管
共
役
送
有
之
。
大
臣
・
親
王
・
四
位
五
位
殿
上
人
。
公
卿
者
上
北
面
、
蔵
人
・
殿
上
人
者
不
及
役
送
弦
共
楽
五
郢
曲
残
楽
等
有
之
。

畢
而
役
送
撒
楽
器
、
次
於
便
所
献
有
之
。
饅
頭
・
昆
布
・
蚫
、
大
臣
・
親
王
於
休
息
所
出
、
公
卿
・
殿
上
人
於
竹
間
出
、
蔵
人
役
。

一
、
兼
日
為
役
送
上
北
面
一
人
蔵
人
二
人
可
参
被
示
衣
冠
単
。

一
、
前
刻
限
有
弾
。
畢
而
楽
器
被
渡
、
附
名
札
置
十
五
帖
敷
。

一
、
楽
人
迄
出
座
之
上
賦
出
。」（
32
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
19
、
御
楽
】」（
33
オ
）

御
楽

癸�

丑
年
九
月
廿
二
日
、
於
小
御
所
有
御
楽
、
役
送
上
北
面
蔵
人
参
仕
之
事
。
狩
衣
指
貫
着
用
之
事
。
前
日
従
奉
行
被
示
刻
限
午
刻
、
無
遅
々

可
参
旨
也
。

一
、
御
人
数
、
関
白
殿
・
西
園
寺
前
内
大
臣
殿
・
公
卿
十
一
人
・
殿
上
人
八
人
・
楽
人
壱
人
。

楽
五
曲
残
楽
郢
曲
等
有
之
、
役
送
大
臣
者
、
四
位
萩
原
右
兵
衛
佐
殿
・
五
位
藪
大
夫
殿
、
公
卿
、
上
北
面
松
尾
宮
内
権
少
輔
・
蔵
人
常
顕
・

北
小
路
木
工
助
等
也
。
但
弦
管
共
役
之
殿
上
人
者
不
及
役
送
。
管
者
随
身
、
弦
者
兼
而
設
有
之
、
楽
人
迄
悉
出
座
之
上
賦
楽
器
。

一
、
未
半
刻
被
始
、
酉
刻
前
終
。

一
、
公
卿
之
楽
器
弾
之
後
被
渡
、
十
五
帖
敷
へ
操
置
、
相
済
後
十
五
帖
敷
ニ
着
置
、
其
儘
退
例
也
。

一
、
寛
政
八
八
廿
七
、
頭
中
将
楽
器
雖
殿
上
人
公
卿
之
通
、
役
送
有
之
。」（
34
オ
）
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【
図
版
20
、
寛
政
三
年
二
月
一
日
、
上
北
面
蔵
人
・
非
蔵
人
御
礼
図
。
同
五
日
、
御
幸
始　

還
幸
後
、
供
奉
上
北
面
蔵
人
同
上
】」

（
35
オ
）」（
35
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
21
、
三
月
十
八
日
柿
本
神
影
供
】」（
36
オ
）

神
影
供
三
月
十
八
日

一�　

丑
年
三
月
十
八
日
巳
半
刻
、
神
影
供
役
送
常
顕
参
仕
狩
衣
指
貫
。
申
刻
過　

出
御
于
小
御
所
。
御
装
束
如
図
、
御
人
数
一
品
宮
以
下

十
九
人
。
御
文
台
役
送
如
御
会
始
。

一
、
御
人
数
神
酒
并
御
祝
酒
有
之
、
献
方
沙
汰
也
。

一
、
寅
年
神
酒
上
北
面
酌
也
。
辰
年
評
定
衆
被
渡
、
予
酌
。

一
、
寛
政
九
年
神
酒
俊
常
酌
也
。」（
37
オ
）

更
衣
之
事

　

寛
政
三
年
三
月
卅
日

　

�

明
日
昼
御
座
更
衣
ニ
付
卯
半
刻
蔵
人
壱
人
可
参
旨
、
院
司
裏
辻
中
将
殿
被
示
。
帷
伝
奏
衆
間
有
之
旨
是
又
被
示
。
掛
替
候
儀
者
、
内
々
勘

定
取
計
、
終
而
伝
奏
衆
間
江
入
置
、
前
後
評
定
衆
へ
届
、
院
司
江
者
序
ニ
届
候
事
。

一
、
子
四
月
一
日
・
十
月
一
日
、
更
衣
自
今
庁
官
・
所
衆
奉
仕
候
間
、
当
日
可
下
知
旨
、
裏
辻
羽
林
被
示
。

一
、
御
帳
帷
四
幅
四
帖　

同　
五
幅
四
帖　

同
御
几
帳　

三
帖

　

�

右
於
伝
奏
衆
間
被
相
渡
、
明
日
此
方
共
取
出
設
替
候
而
直
ニ
伝
奏
へ
附
候
様
被
示
并
右
設
替
之
儀
、
自
今
三
月
下
旬
九
月
下
旬
ニ
院
司
江
相
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尋
候
様
、
依
時
義
伝
奏
へ
可
相
尋
被
申
渡
、
且
諸
司
江
も
此
方
共
迄
伺
出
候
様
申
渡
置
候
事
。

一
、
子
四
月
一
日
、
庁
官
以
下
相
揃
之
上
、
評
定
衆
へ
相
届
、
廻
于
寝
殿
、
其
道
中
門
廊
ヨ
リ
昇
、
南
廂
西
妻
戸
ヨ
リ
入
。」（
38
オ
）

一
、
御
帳
帷
・
御
几
帳
等
、
東
布
障
子
之
下
ニ
而
相
渡
。
相
済
後
於
本
所
受
取
、
直
ニ
申
渡
出
切
之
儀
如
初
。

一
、
御
帳
帷
・
御
几
帳
等
、
伝
奏
衆
江
附
退
出
。

一�

、
九
月
廿
八
日
、来
月
一
日
更
衣
之
事
如
例
可
覚
悟
哉
之
旨
伝
奏
へ
伺
候
処
、如
例
可
覚
悟
旨
、六
条
殿
被
示
。
且
御
几
帳
帷
等
被
渡
〈
御

物
置
ニ
有
之
間
、
／
勝
手
可
出
旨
也
〉。
廿
九
日
、
西
四
辻
殿
へ
嶋
以
肥
州
申
入
。

一
、
来
月
一
日
辰
刻
、
所
衆
・
聴
（
マ
マ
）官
等
可
参
越
後
守
申
渡
。
当
日
令
掛
替
時
義
如
例
。
四
月
一
日
届
者
、
加
勢
錦
小
路
殿
江
申
入
。

一�

、
丑
四
月
二
日
、
裏
辻
殿
被
申
渡
、
是
迄
更
衣
之
節
伝
奏
へ
伺
候
得
共
、
自
今
評
定
衆
へ
可
伺
旨
、
木
工
助
〈
依
幼
少
宮
内
権
少
輔
／
扶
持
〉

被
申
渡
事
。

一
、
同
十
月
一
日
、
裏
辻
殿
兼
日
被
示
、
当
日
辰
刻
参
仕
、
庁
官
所
衆
へ
命
令
奉
仕
候
。
帷
評
定
衆
よ
り
申
出
終
而
返
上
、
同
上
。

一
、
八
年
九
月
廿
六
日
、
伺
令
下
知
畢
。

一�

、
十
二
年
三
月
廿
六
日
伺
候
処
、
十
年
十
月
一
日
之
通
、
日
蝕
以
前
可
被
取
替
、
藤
谷
殿
被
示
。
卯
刻
迄
」（
38
ウ
）
参
集
候
様
、
大
石

江
申
渡
候
事
。
当
日
木
工
助
参
仕
候
事
。

一�

、
四
月
十
日
更
衣
之
事
、
前
月
下
旬
可
為
如
例
哉
、
評
定
卿
江
伺
、
可
為
如
例
答
有
之
。
庁
官
・
所
衆
奉
仕
刻
限
申
渡
。
所
衆
口
向
詰
合

之
時
者
令
直
達
、
無
之
時
者
取
次
江
命
申
遣
。
文
化
二
九
廿
九
、
当
番
評
定
藤
谷
為
敦
卿
へ
伺
可
為
如
例
被
答
。

一�

、
文
化
三
九
廿
七
、
当
番
押
小
路
実
富
卿
へ
来
月
一
日
更
衣
可
為
如
例
哉
伺
、
如
例
可
覚
悟
旨
、
被
答
。
所
衆
大
石
越
後
守
詰
合
令
達
。

庁
官
江
も
可
伝
命
。」（
39
オ
）
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祓
読
誦
之
事　
正
五
九
月　

　

前
一
両
日
為
誘
引
、
上
北
面
蔵
人
之
内
壱
人
、
巳
刻
参
仕
之
事
并
警
固
可
催
、
評
定
被
示
。

一�

、
当
日
刻
限
参
仕
狩
衣
指
貫
。
刻
限
吉
田
殿
参
仕
、
従
御
内
儀
御
初
穂
白
銀
壱
枚
出
、
唯
今
被
参
旨
ニ
而
被
渡
。
先
令
開
中
門
、
催
警
固
、

告
吉
田
殿
、
次
氏
人
先
廻
御
庭
敷
設
御
本
社
前
庭
。
其
後
吉
田
殿
被
廻
〈
降
車
寄
／
入
中
門
〉
催
之
人
従
而
廻
。
供
御
初
穂
〈
令
廻
沓
／

并
円
座
〉。
次
祓
読
誦
終
而
撤
御
初
穂
。
次
末
社
参
拝
有
之
。
終
而
告
評
定
、
令
閉
中
門
、
令
退
警
固
、
退
出
。

一
、
柿
本
参
社
相
尋
、
樓
間
之
鎰
用
意
之
事
。

寛
政
八
年
五
月
四
日
、
吉
田
殿
依
服
中
祝
勤
仕
参
勤
届
評
定
衆
ヘ
可
届
事
。

一
、
候
所
相
尋
御
台
所
候
得
者
、
廻
候
事
取
次
ヲ
以
可
申
遣
事
。

一
、
廻
候
節
中
門
開
警
固
廻
候
事
、
尤
誘
引
如
例
。」（
40
オ
）

一
、
御
祓
弘
御
所
階
下
ニ
而
受
取
評
定
衆
へ
可
附
事
。

一
、
退
出
可
申
渡
事
。

一
、
天
明
四
七
年
之
例
。

一
、
柿
本
遙
拝
歟
。
但
参
詣
候
得
者
鍵
為
持
廻
候
事
。
且
評
定
衆
ヘ
否
可
申
事
。」（
40
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
22
、
嘉
祥
】」（
41
オ
）」（
41
ウ
）

嘉
祥

一
、
刻
限　

出
御
于
小
御
所
、
伝
奏
評
定
衆
祗
候
、
公
卿
殿
上
人
召
于　

御
前
、
有
包
菓
子
之
儀
、
畢
退
入
。

一
、
更
召
于　

御
前
公
卿
〈
中
段
折
廻
／
北
上
西
面
〉
雲
客
〈
南
廂
東
／
上
北
面
〉
上
北
面
蔵
人
〈
南
簀
子
楷
以
西
／
東
上
北
面
〉
各
出
座
。
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一�
、
巡
流
次
第
一
献
、
先
上
北
面
〈
第
一
／
之
人
〉
取
銚
子
〈
御
銚
子
有
便
所
従
南
廂
進
中
段
。
但
銚
子
右
土
器
間
／
一
枚
最
初
置
上
、
後
左

手
ニ
受
之
〉。
従
第
一
公
卿
巡
流
一
献
、公
卿
畢
。
銚
之
人
出
南
廂
〈
下
段
西
柱
之
下
／
閫
之
外
〉
向
巽
方
、御
盃
置
前
〈
公
卿
／
授
之
〉〈
雲

客
／
置
下
〉。
壱
人
宛
進
出
、
畢
而
上
北
面
蔵
人
同
巡
流
〈
雲
客
同
所
第
壱
之
人
巡
流
／
之
時
、
第
二
之
人
替
杓
〉。
下
臈
持
御
盃
退
、
上

北
面
持
銚
子
退
〈
直
小
／
掛
〉。

一�

、
小
掛
次
第
〈
二
献
自
第
二
到
第
一
、
従
第
四
到
第
三
、
下
皆
倣
之
。
／
但
雲
客
者
不
掛
。
公
卿
・
上
北
面
蔵
人
者
不
掛
于
雲
客
〉、
先
居

肴
物
〈
下
臈
之
蔵
人
取
之
第
一
／
第
二
之
間
置
之
。
無
蹲
踞
〉。
次
、上
北
面
第
一
之
人
取
銚
子
〈
土
器
／
如
初
〉
候
第
二
之
公
卿
前
取
杓
、

蔵
人
取
提
候
加
〈
蔵
人
之
上
首
役
／
之
少
退
加
之
時
〉〈
望
見
進
寄
。
肴
者
／
公
卿
互
ニ
賜
之
〉
次
、
蔵
人
取
肴
物
運
下
〈
第
二
第
一
畢
而
、

第
四
第
三
之
間
置
之
。
公
卿
末
座
ニ
而
／
一
人
之
時
置
其
上
方
〉。
公
卿
畢
而
復
座
〈
加
肴
／
之
人
〉。
杓
之
人
出
南
廂
〈
一
如
巡
流
肴
末

座
／
公
卿
賜
之
無
加
〉。
最
末
之
人
、
持
御
盃
退
。
上
北
面
持
銚
子
退
。
次
、
蔵
人
撤
肴
物
復
座
、
自
下
臈
退
入
小
掛
之
時
発
声
。」（
42
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
23
、
六
月
祓
台
盤
所　

寅
年
評
定
衆
依
差
図
如
此
】」（
43
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
24
、
同
、
常
御
殿
下
段
】

　
　
　
　
　
【
図
版
25
、
同
、
文
化
三
年
台
盤
所
御
構
（
貼
紙
）】」（
43
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
26
、
同
、
享
和
二
年
依
風
雨
如
朱
書
】」（
44
オ
）

六
月
祓

台
盤
所
御
掃
除
之
節
、
蝉
ク
ロ
ヽ
放
置
。
巳
刻
斗
庁
官
茅
輪
調
進
之
旨
、
取
次
よ
り
相
届
。
評
定
同
依
示
廻
御
庭
中
門
腋
也
。
透
渡
殿
南
簀

子
東
ヨ
リ
ニ
而
女
房
江
附
。

一
、
亥
刻
過　

出
御
于
台
盤
所
。
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一
、
上
北
面
蔵
人
壱
人
宛
為
役
送
、
申
刻
可
参
、
奉
行
被
示
〈
加
賀
守
／
常
顕
〉、
参
狩
衣
指
貫
。

一�
、
公
卿
已
下
、
常
御
殿
西
廂
ニ
而
有
之
。
茅
輪
設
有
之
。
公
卿
・
殿
上
人
南
方
東
、
上
北
面
・
上
北
面
蔵
人
西
簀
子
、
役
送
上
北
面
如
図
進
。

公
卿
・
雲
客
一
人
宛
進
、
相
済
而
退
。
蔵
人
進
取
輪
。
上
北
面
進
相
済
而
、
蔵
人
退
。
上
北
面
又
進
取
輪
。
蔵
人
進
而
詠
。
終
而
従
下
﨟

退
出
。

一
、
輪
爪
当
年
不
及
役
送
、
殿
上
人
相
済
而
被
送
。
終
而
小
間
使
江
返
ス
。

一
、
御
掃
除
之
節
、
蝉
ク
ロ
ヽ
ハ
ヅ
シ
、
上
御
格
子
上
候
事
、
且
自
今
御
構
と
評
定
衆
へ
可
届
事
。

一
、
丑
年
、
大
蔵
権
大
輔
常
顕
参
仕
。
爪
評
定
衆
被
渡
、
大
蔵
権
大
輔
役
送
。

一
、
子
文
化
元
六
月
卅
日
、
庁
官
父
子
共
所
労
ニ
付
、
主
典
代
井
上
丹
波
守
代
役
参
勤
也
。」（
45
オ
）　

一
、
台
盤
所
翠
簾
、
是
迄
見
繕
之
儀
雖
無
之
、
自
今
至
而
見
苦
敷
候
者
、
可
有
見
繕
、
評
定
樋
口
殿
被
示
。」（
45
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
27
、
寛
政
六
年
八
月
廿
二
日
淸
祓
御
装
束
図
】」（
46
オ
）」（
46
ウ
）

清
祓

一�

、
辰
刻
参
仕
狩
衣
。
院
司
公
理
朝
臣
依
命
御
殿
御
装
束
整
畢
。
刻
限
清
祓
被
修
。
大
麻
ト
二
位
被
授
。
公
理
朝
臣
取
之
、
自
台
盤
所
簾
下
授
、

女
房
被
上
御
前
後
返
給
。
如
元
ト
二
位
返
給
〈
此
間
俊
常
竹
間
江
出
／
遣
戸
之
辺
候
〉。」（
47
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
28
、
御
法
会
結
日
参
役
一
統
蔵
人
迄
御
対
面
之
図
。
但
御
書
院　

御
封
面
也
】」（
48
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
29
、
夏
御
法
楽
】」（
49
オ
）
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【
図
版
30
、
寛
政
四
年
八
月
廿
四
日
東
本
願
寺
始
参
院
】」（
49
ウ
）

二�
月
三
日
、
依
有
御
心
願
、
御
鎮
守
御
本
社
千
反
楽
有
之
。
催
四
辻
中
納
言
殿
、
御
初
穂
白
銀
一
枚
被
出
。
楽
人
廿
人
狩
衣
、
平
調
五
常
楽

千
反
合
歓
塩
長
慶
子
時
義
如
例
。
自
立
楽
誘
引
、
羽
倉
筑
後
守
・
予
狩
衣
指
貫
。
相
済
後
、
両
人
恐
悦
申
上
。

例
月
一
日
於

御�

鎮
守
立
楽
催
之
事
、
上
北
面
蔵
人
之
内
、
両
人
巳
刻
参
勤
狩
衣
指
貫
、
楽
人
十
人
警
固
揃
候
事
、
取
次
相
届
催
之
人
申
。　

言
上
之
後
、
御

初
穂
白
銀
一
枚
〈
乗
雲
脚
／
台
〉
金
百
疋
宛
二
台
、
御
内
義
出
被
初
旨
評
定
衆
被
示
。
取
次
江
令
下
知
。
催
両
人
共
一
緒
ニ
廻
、
白
銀
供

御
本
社
江
畢
。
可
初
令
下
知
立
楽
五
曲
拝
殿
前
。

但
、
正
五
九
月
同
於
末
社
、
二
曲
御
初
穂
北
一
東
一
供
進
也
。
畢
而
御
初
穂
評
定
衆
へ
返
進
。」（
50
オ
）

寛
政
十
二
年
五
月
一
日

一
、
触
穢
後
、
立
楽
被
奏
事
如
例
。
誘
引
之
事
、
警
固
之
事
、
評
定
衆
有
下
知
。

一
、
楽
所
之
事
、
無
沙
汰
候
故
、
伝
奏
衆
へ
尋
試
候
処
、
四
辻
家
へ
伝
奏
衆
よ
り
通
達
有
之
由
被
答
畢
。」（
50
ウ
）

【
図
、
大
江
俊
周　

辞
院
蔵
人
之
事
】

七享
和
三
年

�

月
八
日
、
北
小
路
木
工
助
病
気
危
篤
ニ
付
、
此
書
付
之
通
、
院
司
勧
修
寺
頭
弁
殿
江
附
候
処
、
即
刻
被
及
言
上　

聞
召
之
旨
被
申
渡
。
親
族
石
見
迄
申
伝
。
依
故
右
馬
助
例
、
御
礼
不
申
上
〈
危
篤
／
之
例
也
〉。
右
従
同
列
差
出
。

其
後
死
去
届
も
両
頭
年
預
月
番
奉
行
等
江
四
折
ニ
書
付
差
出
候
事
。」（
51
オ
）
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（
貼
紙
）

〔�
文
化
二
年
九
月
十
二
日
辰
半
刻
、
両
人
之
内
可
有
参
侍
、
兼
日
梅
小
路
定
肖
朝
臣
被
示
。
宗
順
参
侍
、
弘
御
所
就
有
御
修
覆
、
検
分
相
廻
。

依
之
暫
時
台
盤
所
御
倚
子
可
移
于
殿
上
、
朝
餉
御
座
可
為
拵
押
小
路
実
茂
被
示
。
上
北
面
語
合
、
御
倚
子
運
候
也
。
暫
時
而
如
元
設
之
。〕

（
貼
紙
）

〔
文
化
元
年
十
二
月
四
日
、岩
倉
具
集
朝
臣
当
番
、宗
順
当
番
面
会
、此
間
殿
上
辺
御
修
覆
皆
出
来
、如
尋
常
設
有
之
間
、為
心
得
被
示
旨
也
。〕

（
貼
紙
）

〔�

文
化
元
年
十
月
三
日
、
梅
小
路
定
肖
朝
臣
被
示
。
自
明
後
五
日
、
殿
上
公
卿
間
屋
根
修
覆
取
掛
ニ
付
、
殿
上
公
卿
間
等
可
被
移
于
他
所
候

得
共
、
無
其
所
候
故
、
尋
常
之
儘
ニ
被
設
置
候
。
併
屋
上
之
職
方
之
者
登
候
事
故
、
内
々
殿
上
之
具
、
弘
御
所
北
廂
ヘ
被
納
置
候
間
、
官

人
之
内
談
合
、
一
両
輩
明
日
未
半
刻
比
可
相
廻
、
蔵
人
壱
人
可
参
合
旨
、
尤
官
人
上
下
体
ニ
而
随
従
之
者
語
合
、
相
伴
可
廻
旨
也
。
井
上

丹
波
守
へ
申
渡
。
翌
四
日
具
集
朝
臣
当
番
、
定
肖
朝
臣
被
参
予
当
番
参
合
、
井
上
丹
波
守
・
大
石
越
後
守
預
り
召
連
相
廻
、
殿
上
之
具
納

于
北
廂
、
薄
帖
巻
片
寄
置
、
公
卿
間
厚
帖
北
方
へ
寄
重
ね
置
。〕」（
51
ウ
）

　
　
　
　
　

�【
図
版
31
、
寛
政
三
亥
年
十
一
月
廿
八
日
、
鷹
司
左
府
公
・
二
条
右
府
公
御
拝
賀
、
依
小
除
目
洞
中
之
儀
及
戌
刻
、
仍
灯
台
・

灯
械
・
庭
燎
設
如
是
】」（
52
オ
）」（
52
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
32
、
鷹
司
政
凞
公
関
白
宣
下
】」（
53
オ
）

寛
政
七
年
十
一
月
十
六
日
、
政
凞
公
関
白
　
宣
下

　

�

寝
殿
御
簾
見
繕
掛
替
。
南
面
・
西
面
・
透
渡
殿
等
灯
械
、
公
卿
間
殿
上
等
灯
台
設
之
。
中
門
外
・
車
寄
北
等
庭
燎
設
之
。
申
次
公
理
朝
臣
、
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申
次
如
常
。
御
拝
舞
之
後
、
被
告
召
之
由
、
関
白
殿
令
進　

御
前
給
、
御
拝
畢
而
令
退
出
給
。」（
53
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
33
、
徳
大
寺
内
大
臣
実
祖
公
拝
賀
】」（
54
オ
）

寛�

政
十
午
年
七
月
十
九
日
、
徳
大
寺
内
大
臣
実
祖
公
拝
賀
、
申
次
蔵
人
頭
柳
原
頭
弁
均
光
朝
臣
参
侍
、
被
示
予
曰
、
陽
明
家
御
門
流
之
人
、

申
次
進
退
、
自
今
今
日
之
通
候
間
、
右
之
通
木
工
助
江
も
可
相
伝
被
示
。
仍
見
及
之
処
如
図
。

一
、
今
日
雖
及
秉
燭
、
被
用
白
昼
義
、
不
用
燭
。」（
54
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
34
、
同
拝
賀
、
雨
之
儀
】」（
55
オ
）」（
55
ウ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
35
、
寛
政
六
年
三
月
七
日
立
后
之
節　

此
御
所
被
用
本
宮
】

寛
政
六
年
三
月
七
日
立
后
之
節
　
此
御
所
被
用
本
宮
間
、
四
日
ヨ
リ
十
日
迄
被
移
如
図
。」（
56
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
36
、
享
和
二
年
四
月
六
日
東
庇
江
被
移
】

享
和
二
年
四
月
六
日
東
庇
江
被
移
。
右
ニ
付
庭
田
中
将
重
能
朝
臣
・
予
参
仕
、
官
人
不
及
参
仕
。
御
台
所
沙
汰
也
。」（
57
オ
）

　
　
　
　
　
【
図
版
37
、
同
、
東
庇
】」（
57
ウ
）

一�

、
亥
八
月
廿
日
、
一
条
輝
良
公
関
白
殿
　
宣
下
御
拝
賀
ニ
付
寝
殿
殿
上
等
敷
設
有
之
。
兼
而
裏
辻
羽
林
依
与
奪
、
木
工
助
参
仕
、
寝
殿
・
南

面
・
西
面
・
公
卿
間
等
撤
御
格
子
、
唐
戸
悉
開
、
殿
上
敷
設
主
典
代
庁
官
奉
仕
、
開
中
門
立
警
固
、
開
車
寄
妻
戸
、
申
刻
斗
令
参
給
、
申

次
裏
辻
公
理
朝
臣
、
御
拝
舞
終
而
自
中
門
外
御
退
出
、
撤
却
終
退
出
、
前
後
評
定
江
届
。

一�

、
朝
餉
見
繕
之
事　

兼
日
主
典
代
庁
官
参
仕
之
事
。
下
北
面
撤
御
格
子
御
掃
除
事
、
修
理
職
掛
戸
事
等
令
下
知
。
中
門
開
警
固
事
、
従
評
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定
下
知
也
。
併
色
々
有
之
故
、
不
落
様
締
置
事
。

廿�
二
日
、
同
御
方
直
衣
始
敷
設
同
上
、
従
車
寄
妻
戸
令
入
公
卿
間
給
。
其
後
従
便
路
、
内
々
之
方
へ
御
参
、
有　

御
対
面
。
従
本
路
御
退
出
。

撤
却
終
退
出
。

　

従
裏
辻
羽
林
与
奪
。
一
、
主
典
代
庁
官
不
及
参
。

九
月
十
六
日
、
二
条
中
納
言
中
将
殿
参
拝
、
申
次
公
理
朝
臣
、
御
装
束
同
上
。

廿
四
日
、
直
衣
始
午
刻
同
断
、
主
典
代
庁
官
不
被
催
。」（
58
オ
）

廿
七
日
、
鷹
司
内
大
臣
殿
随
身
兵
杖
ヲ
給
、
同
断
、
西
四
辻
殿
与
奪
、
予
参
仕
。

廿
八
日
、
同
御
方
直
衣
始
同
断
、
木
工
助
参
仕
。

十
一
月
廿
八
日
、
鷹
司
左
大
臣
殿
・
二
条
右
大
臣
殿
、
参
拝
同
断
。

十
二
月
二
日
、
同
御
方
直
衣
始
同
断
。

同
四
日
、
久
我
内
大
臣
殿
参
拝
同
断
。

同
六
日
、
同
直
衣
始
。

寛
政
三

一�

、
於
小
御
所
御
講
釈
之
節
、
聴
聞
之
公
卿
雲
客
へ
可
告
事
有
之
時
、
上
北
面
蔵
人
之
内
、
従
十
五
帖
敷
径
南
廂
進
、
可
告
末
座
雲
客
旨
、

評
定
堀
川
左
京
大
夫
殿
肥
後
守
へ
被
示
。
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十
二
月
十
五
日
、
二
条
右
大
臣
殿
執
事
已
後
、
被
　
奏
吉
書
。
院
司
広
橋
弁
胤
定
敷
設
、
先
々
如
拝
賀
時
、
蔵
人
木
工
助
参
仕
。」（
58
ウ
）

出
御
朝
餉
御
座
、
如
常
。

同
十
六
日
、
勧
修
寺
按
察
使
執
権
已
後
、
被
奏
吉
書
。
院
司
広
橋
弁
、
蔵
人
予
参
仕
、
敷
設
如
昨
日
。

四
年
壬
三
月
六
日
、
二
条
右
大
臣
殿
随
身
兵
仗
拝
賀
、
殿
上
敷
設
〈
庁
官
主
典
代
／
出
仕
之
事
〉
中
門
開
警
固
之
事
。

中
門
廊
車
寄
戸
開
事
、
兼
日
頭
弁
殿
被
示
也
。

七
日
、
同
直
衣
始
。
同
日
、
六
条
中
納
言
殿
拝
賀
。

同
日
敷
設
之
事
、
可
為
如
拝
賀
旨
、
兼
日
右
頭
弁
殿
被
示
也
。

一�

、
蔵
人　

主
典
代　

庁
官　

所
衆　

上
北
面　

下
北
面　

御
随
身　

召
次

右
之
通
四
折
ニ
認
、
勧
修
寺
頭
弁
殿
被
相
認
次
第
、
書
帳
面
之
次
第
、
自
今
如
是
被
改
候
間
、
為
心
得
、
何
も
申
伝
候
様
、
被
示
候
事
。

子
六
月
八
日

一�

、
七
月
十
六
日
大
風
ニ
而
寝
殿
御
格
子
吹
上
候
ニ
付
、
蝉
ク
ロ
ヽ
カ
ケ
サ
セ
候
処
、
損
失
多
ニ
付
、
同
三
十
日
別
当
西
四
辻
殿
江
申
入
之
処
、

院
司
之
内
何
れ
よ
り
申
入
候
而
も
不
苦
候
間
、
下
官
よ
り
直
ニ
評
定
、
西
洞
院
殿
へ
申
入
、
即
刻
修
理
職
奉
行
へ
被
申
渡
、
樋
口
殿
被
点
検
之
処
、

九
ヶ
所
紛
失
有
之
候
事
。

一
、
薨
卒
死
称
呼
之
事　

一
、
減
半
仮
之
事　

一
、
俗
人
出
家
仮
服
之
事
」（
59
オ
）

一
、
無
服
殤
仮
之
事

　
　
　
　

右
四
ヶ
条
、
自
来
可
守
令
条
被　

仰
出
候
事
。

子
七
月
八
日
右
西
四
辻
殿
以
書
付
被
示
。
尤
主
典
代
以
下
召
次
迄
令
伝
達
畢
。
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一
、
自
今
建
春
門
代
之
外
置
路
、
陽
明
門
代
置
石
等
、
可
有
之
被　

仰
出
候
事
。

　
　
　

置
路
之
上
、
尋
常
之
人
々
、
猥
往
来
不
可
有
之
事
。

　

右
子
九
月
九
日
、
奉
行
押
小
路
殿
、
院
司
裏
辻
殿
よ
り
以
書
付
被申
渡、
主
典
代
以
下
令
伝
達
。

寛
政
四
年
七
月

一�

、
来
十
七
日
、
堀
川
左
京
大
夫
殿
、
宰
相
之
拝
賀
、
主
典
代
、
庁
官
、
所
衆
〈
所
衆
今
度
／
初
而
也
。
自
今
如
此
〉、
三
人
共
衣
躰
衣
冠
可

着
用
、
西
四
辻
殿
被
示
、
丹
後
守
へ
申
渡
。

一�

、
右
ニ
付
、
寝
殿
・
公
卿
間
・
殿
上
等
、
御
装
束
御
掃
除
等
有
之
。
人
数
可
奉
仕
旨
、
同
被
示
、
申
伝
献
料
之
事
、
近
来
内
々
願
ニ
而
、
慶

人
よ
り
被
下
。
大
臣
二
百
疋
、
納
言
百
疋
。
始
者
主
典
代
両
人
分
配
之
処
、
近
来
庁
官
へ
も
分
候
事
。」（
59
ウ
）

　

八
月
廿
六
日
、
近
衛
三
位
中
将
殿
御
拝
賀
也
。
時
義
如
例
〈
申
次
日
野
西
殿
、
従
車
寄
妻
戸
昇
降
／
沓
所
衆
、
高
屋
主
計
丞
束
帯
也
〉。

　

九
月
一
日
、
直
衣
始
也
。

一�

、
今
度
申
次
、
従
車
寄
昇
降
目
立
候
処
故
、
沓
取
候
人
、
束
帯
可
着
。
尤
殿
上
之
辺
ニ
候
候
人
、
主
典
代
庁
官
所
衆
等
、
何
ニ
而
も
可
取
事
故
、

申
合
可
取
旨
、
院
別
当
裏
辻
殿
被
示
、
富
嶋
左
近
将
監
へ
申
渡
、
今
度
所
衆
取
候
事
。

一
、
同
日
、
竹
屋
殿
附
拝
賀
也
。
被
立
殿
上
口
申
次
家
公
也
。
沓
者
所
衆
同
人
。
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【
図
、
慶
人
・
申
次
・
殿
上
】」（
60
オ
）

　

十�

月
十
五
日
、
九
条
殿
御
元
服
後
、
御
参
拝
也
。
申
次
勧
修
寺
頭
弁
、
沓
庁
官
也
。
敷
設
如
例
、
酉
刻
過
也
。
仍
灯
台
掌
灯
等
設
、
主
典

代
以
下
悉
奉
仕
。

　

十
一
月
十
三
日
、
広
橋
頭
弁
殿
・
院
別
当
柳
原
弁
殿
、
年
預
等
拝
賀
也
。
柳
原
殿
被
立
殿
上
口
北
面
家
公
申
次
。

　

同
十
五
日
、
姉
小
路
中
納
言
殿
拝
賀
敷
設
、
主
典
代
江
令
下
知
置
。

　

去
十
三
日
、
敷
設
之
事
家
公
へ
柳
原
家
よ
り
申
来
、
主
典
代
江
御
下
知
也
。

六
年
二
月
十
一
日

　

来
十
六
日
、
二
条
殿
・
近
衛
殿
拝
賀
。
十
九
日
、
直
衣
始
敷
設
之
事
、
裏
辻
羽
林
被
申
渡
。

一
、
三
月
一
日
、
御
入
内
ニ
付
裏
辻

ー
女
院
御
所
江
御
告
使
、
殿
上
敷
設
、
中
門
辰
刻
開
事
、
同
朝
臣
被
示
令
下
知
畢
。」（
60
ウ
）

一�

、
拝
賀
之
節
、
中
門
開
之
儀
、
四
位
五
位
六
位
院
司
よ
り
下
知
有
之
間
、
其
覚
悟
候
様
、
伝
奏
六
条
中
納
言
殿
、
梅
小
路
前
宰
相
殿
、
橋
本
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豊
前
ヲ
以
取
次
虫
鹿
三
河
守
江
被
申
渡
。

一
、十
九
日
、
警
固
之
事
、
伝
奏
衆
取
次
へ
被
申
渡
。

　

十
八
日
、
来
廿
日
殿
上
敷
設
之
事
、
梅
小
路
民
部
大
輔
院
司
拝
賀
ニ
付
、
蔵
人
江
被
示
、
主
典
代
江
申
達
。

　

廿
日
、
民
部
大
輔
拝
賀
、
雨
儀
ニ
付

【
図
、
中
門
・
慶
人
・
申
次
・
車
寄
】

　

�

中
門
北
脇
被
立
申
次
、
差
次
蔵
人
降
殿
上
、
傘
之
事
殿
上
小
庭
所
司
取
候
事
、
外
者
召
具
取
候
事
、
裏
辻
羽
林
示
談
。
今
日
如
是
。
尤
自

今
之
儀
、
追
而
可
御
定
有
旨
也
。

一
、
所
司
、
今
日
狩
衣
出
仕
、
如
何
、
自
今
壱
人
束
帯
参
仕
候
様
、
主
典
代
井
上
丹
後
守
へ
申
渡
置
候
事
。

寛�

政
七
年
卯
正
月
十
日
未
刻
、
小
森
差
次
蔵
人
判
官
代
拝
賀
申
次
、
依
北
小
路
極
﨟
与
奪
常
顕
令
参
上
、
慶
人
被
立
殿
上
口
、
従
殿
上
末
間

沓
者
参
勤
所
司
申
」（
61
オ
）
合
勤
、
主
典
代
以
下
参
仕
之
事
、
極
﨟
被
催
、
臨
期
命
取
次
、
令
開
中
門
、
使
所
司
敷
設
参
勤
之
旨
、
届

評
定
卿
事
〈
笏
沓
之
事
有
子
細
、
広
橋
頭
弁
殿
、
以
書
付
申
入
。
有
別
記
〉。

一
、
与
奪
之
事
、
兼
日
被
告
。

一�

、
当
日
刻
限
参
勤
束
帯
、
依
与
奪
申
次
参
仕
之
事
、
届
評
定
衆
、
笏
沓
等
以
召
具
渡
所
司
〈
不
入
殿
上
小
庭
／
外
ニ
而
可
渡
事
〉。
刻
限
前
、

令
所
司
敷
設
、
寝
殿
・
殿
上
等
命
取
次
、
令
開
中
門
刻
限
、
慶
人
参
上
之
旨
、
扶
持
之
人
被
告
。
予
候
殿
上
由
ニ
而
出
、
自
末
之
間
掛
膝

着
沓
〈
沓
脱
下
／
切
石
之
上
〉、
不
取
笏
、
出
向
慶
人
前
、
受
揖
答
揖
而
、
少
退
、
入
着
台
盤
所
妻
戸
下
言
上
其
道
径
透
渡
殿
奉
仰
而
由
也
、
出
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本
所
所
司
授
笏
、
揖
慶
人
受
答
揖
而
退
入
、
慶
人
拝
舞
畢
而
退
出
〈
従
便
所
／
御
礼
〉〈
有
之
〉。
退
出
後
、
閉
中
門
、
令
撤
御
装
束
退
出
。

同�
八
四
廿
四
、
二巳
刻条

治
孝
公
左
大
臣
転
任
御
拝
賀
、
申
次
日
野
弁
殿
、
前
日
広
橋
頭
弁
胤
定
朝
臣
寝
殿
以
下
敷
設
、
中
門
之
如
例
可
下
知
旨

被
示
、
主
典
代
丹
後
守
取
次
修
理
職
江
令
下
知
。
来
廿
六
日
午
刻
、
二
条
殿
直
衣
始
、
中
門
開
并
車
寄
妻
戸
、
同
殿
上
公
卿
間
敷
」（
62
ウ
）

設
之
事
、
同
朝
臣
被
示
、
主
典
代
取
次
修
理
職
へ
申
渡
。
若
及
入
夜
候
者
、
灯
之
事
同
被
示
候
事
。

一
、
依
夏
不
設
垂
布
先
例
井
上
考
。

九
月
廿
六
日
、
藤
谷
殿
拝
賀
、
入
夜
退
出
。
唐
門
開
事
。

十
二
月
八
日
、
鷹
司
為
丸
君
童
殿
上
有
別
記
。

十
六
日
、
同
御
元
服
同

廿
二
日
、
一
条
忠
良
公
右
大
臣
拝
賀
、
三
条
内
府
公
拝
被
免
。

　

梅
小
路
勘
解
由
次
官
殿
、
先
駈
ニ
而
申
次
被
勤
。
仍
敷
設
之
事
、
兼
而
予
へ
被
示
。

　

�

右
大
臣
殿
令
立
中
門
給
、
申
次
、
直
進
承
事
由
、
着
台
盤
所
妻
戸
、
被
奏
事
由
〈
其
道
、
昇
中
門
之
車
寄
妻
戸
、
／
笏
懐
中
〉、
復
命
之
時
、

降
中
門
沓
脱
徒
践
径
本
路
退
出
召
具
執
沓
。

巳�

四
月
十
四
日
、
来
廿
日
巳
刻
九
条
殿
中
納
言
御
拝
賀
ニ
付
殿
上
敷
設
之
事
、
并
中
門
開
、
并
警
固
事
、
葉
室
殿
被
命
主
典
代井
上
丹
後
守

江
申
渡
、
中
門

警
固
之
事
、
取
次
同
人
、
当
番
故
申
渡
。（
63
オ
）

一
、
廿
四
日
、
直
衣
始
同
上
。

寛
政
十
一
年
三
月
十
一
日

一�

、
来
十
六
日
、
近
衛
内
大
臣
殿
御
拝
賀
、
廿
二
日
直
衣
始
ニ
付
辰
半
刻
殿
上
敷
設
、
并
中
門
開
之
事
、
日
野
西
弁
殿
被
示
。
仍
大
石
越
後
守

詰
合
故
申
渡
、
主
典
代
已
下
江
伝
達
。
中
門
之
事
、
取
次
虫
鹿
へ
申
渡
。
掛
戸
事
、
修
理
職
造
酒
江
申
渡
。
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十�
六
日
、
酉
刻
前
令
参
給
、
庭
燎
已
下
用
意
之
事
、
伝
奏
衆
よ
り
取
次
へ
用
意
雖
被
申
付
、
不
用
。
時
義
如
例
、
日
野
西
殿
先
駈
ニ
而
申
次

故
直
ニ
退
出
也
。

一
、
御
装
束
之
儀
、
前
後
共
別
ニ
評
定
衆
江
従
此
方
共
届
ハ
不
申
、
平
日
之
通
故
也
。
違
平
日
候
節
者
届
事
。

廿
二
日
、
近
衛
殿
直
衣
始
、
所
司
狩
衣
例
之
由
、
富
嶋
申
候
事
。

九
月
廿
四
日
、
鷹
司
中
納
言
中
将
殿
拝
賀
、
予
廿
六
日
直
衣
始
木
。

享�

和
元
年
三
月
十
一
日
、
一
条
殿
童
昇
殿
之
日
、
梅
小
路
勘
ケ
由
次
官
殿
別
当
也
従
殿
上
退
出
之
節
、
沓
豫
設
有
之
候
。
全
体
退
出
、
見
請

候
而
置
沓
候
而
被
付
候
時
、
沓
鼻
可
持
筈
ニ
候
。　

禁
中
ニ
而
」（
63
ウ
）
小
舎
人
取
候
節
も
其
通
ニ
候
間
、
自
今
其
通
ニ
可
覚
悟
候
。
尤
誰

ニ
而
も
殿
上
昇
降
之
節
如
右
覚
悟
候
事
候
。
若
又
違
背
歟
、
後
日
相
違
候
ハ
ゞ
可
被
相
糺
候
間
、
所
存
承
候
而
可
申
入
旨
、
梅
小
路
殿
被
示
。

主
典
代
井
上
丹
後
守
江
申
渡
候
処
、
尤
其
通
之
覚
悟
候
得
共
、
先
日
者
間
違
之
儀
有
之
、
ウ
ロ
タ
ヘ
候
而
不
行
届
候
由
、
申
述
候
故
、
左

候
ハ
ゞ
右
之
通
之
儀
、
自
今
無
之
様
、
所
司
一
統
可
申
合
旨
申
渡
、
梅
小
路
殿
江
返
答
申
入
畢
。

三�

年
四
月
十
六
日
、
勧
修
寺
大
納
言
還
任
拝
賀
、
申
次
万
里
小
路
弁
殿
敷
設
以
下
如
例
、
主
典
代
庁
官
所
衆
参
仕
所
衆
束
帯
、
前
々
日
取
次
、

信
濃
守
江
所
司
参
仕
并
中
門
之
事
有
下
知
。

同
十
七
日
、
辰
刻
直
衣
始
、
万
里
小
路
殿
予
へ
被
示
、
丹
後
守
へ
申
渡
。（
64
オ
）

（
貼
紙
）

〔�

文
化
四
年
二
月
廿
七
日
、
正
親
町
別
当
実
光
卿
拝
賀
、
依
院
司
雖
拝
被
免
推
参
、
申
次
橋
本
侍
従
実
久
豫
鋪
設
之
事
被
示
、
木
工
助
官
人

令
沙
汰
、
当
日
宗
順
当
番
参
侍
。
同
日
交
野
左
馬
頭
時
雍
判
官
代
拝
賀
、
申
次
極
﨟
参
侍
、
官
人
相
揃
之
上
鋪
設
之
事
評
定
衆
へ
被
届
、
宗

順
同
断
届
一
統
ニ
宗
順
申
入
、
鋪
設
取
掛
之
事
命
官
人
。
交
野
拝
賀
相
済
、
申
次
相
済
退
出
之
旨
、
極
﨟
・
評
定
衆
へ
被
届
退
出
、
実
光
卿
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申
半
過
参
侍
、
及
秉
燭
退
出
候
ハ
ヾ
、
掌
灯
之
事
可
令
存
知
、
命
官
人
候
様
、
橋
本
拾
遺
被
示
、
其
旨
主
典
代
井
上
丹
波
守
・
庁
官
嶋
田

内
匠
頭
等
に
申
示
、
雖
然
不
及
此
義
退
出
也
。〈
若
及
秉
燭
／
時
者
灯
台
／
四
基
可
相
渡
也
。
灯
械
油
等
口
向
よ
り
／
相
廻
由
也
。〉

同�

年
三
月
七
日
、
鷹
司
左
大
将
殿
拝
賀
也
。
申
次
梅
小
路
勘
解
由
次
官
定
肖
朝
臣
。
兼
日
官
人
参
勤
之
事
、
上
北
面
出
雲
守
を
以
被
下
知
由
、

当
日
蔵
人
詰
合
被
尋
、
宗
順
当
番
之
由
申
、
左
候
ハ
ヾ
、
幸
別
不
及
参
詰
合
候
ハ
ヾ
可
然
被
心
得
。
八
日
直
衣
始
、
巳
刻
鋪
設
候
。
官
人

相
揃
候
ハ
ヾ
令
下
知
、
慶
人
被
退
出
候
ハ
ヾ
、
鋪
設
可
撤
却
令
下
知
置
可
退
出
、
相
済
迄
不
及
見
合
旨
被
示
置
、
当
日
宗
順
参
侍
、
官
人

相
揃
鋪
設
之
事
評
定
衆
へ
届
相
廻
、
定
肖
朝
臣
被
参
候
上
、
此
旨
申
退
出
。〕」（
65
ウ
）

三
月
十
六
日
、
院
別
当
裏
辻
中
将
・
西
四
辻
左
兵
衛
佐
、
以
書
付
被
申
渡
如
左
。

　

�

非
常
之
節
、
御
帳
台
以
下
運
送
ニ
付
、
主
典
代
井
上
丹
後
守
・
庁
官
嶋
田
主
計
頭
・
同
内
匠
権
助
、
召
次
木
本
右
衛
門
尉
・
山
田
兵
部
大
録
・

大
石
越
後
守
、
以
上
六
人
参
勤
。

　

�

右
之
人
数
、
非
常
之
節
、
参
勤
之
儀
、
院
司
江
可
相
届
。
若
未
参
勤
以
前
候
得
者
、
蔵
人
江
届
候
間
、
時
儀
見
計
、
片
付
之
事
可
下
知
旨

被
示
、
尤
右
人
数
江
者
両
朝
臣
申
渡
被
置
候
。
此
方
共
無
人
之
節
、
上
北
面
語
合
候
事
、
右
之
人
部
未
定
候
間
、
治
定
之
上
書
付
可
被
渡
事
。

一
、
挑
灯
用
意
之
儀
、
口
向
ヨ
リ
書
付
差
出
候
間
、
蔵
人
も
入
用
之
書
付
可
差
出
事
。

同�

月
廿
日
、
此
間
被
申
渡
候
運
送
之
節
、
御
文
庫
江
被
納
候
哉
相
尋
候
処
、
御
立
退
之
先
江
運
送
之
事
、
尤
右
守
護
者
地
下
斗
、
蔵
人
者
前

後
差
図
斗
、
尤
院
司
も
被
点
検
候
事
。

　

右
、
是
迄
八
丁
四
方
出
火
之
節
者
参
勤
、
其
余
及
大
火
候
ハ
ヾ
、
見
合
参
勤
候
。
其
通
ニ
而
宜
哉
之
処
、
後
日
可
為
右
之
通
被
示
。

　

右
非
常
不
限
出
火
候
事
。」（
65
オ
）

一
、
同
廿
四
日
、
蔵
人
両
人
共
、
非
常
供
奉
ニ
加
候
様
、
両
朝
臣
被
申
渡
候
事
。
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一�
、
地
下
官
人
、
非
常
之
節
参
勤
之
儀
、
院
司
参
勤
無
之
節
者
、
伝
奏
衆
へ
申
入
、
御
用
無
之
趣
申
渡
、
令
退
出
。
併
院
司
参
勤
暫
者
見
合

候
事
。

卅�

日
、
非
常
参
勤
、
地
下
主
典
代
富
嶋
左
近
将
監
・
所
衆
小
佐
治
右
衛
門
尉
・
高
屋
修
理
亮
・
大
石
越
後
守
等
相
加
召
次
被
相
除
候
事
、
裏

辻
羽
林
被
申
渡
候
事
。

一
、
御
帳
台
以
下
品
数

　

御
帳
台　

一
式　
　
　

夏
冬
御
帷
子　
　
　

獅
子
狛　
　

土
敷　

二
帖　
　

中
敷　

一
帖　
　

上
莚　

一
帖　
　

御
几
帳　

三
基

　

昼
御
座

　

繧
繝
御
帖　

二
帖　
　

御
茵　

一
枚　
　
　

銭
形
御
屏
風　

三
双

　

夜
御
殿
」（
65
ウ
）

　

繧
繝
御
帖　

二
帖　
　

御
茵　

一
枚　
　
　

灯
籠　

一

　

台
盤
所

　

御
倚
子　
　

繧
繝
御
帖　

二
帖　
　
　

御
茵　

一
枚　
　

高
松
御
衝
立　

一
基　
　

日
給
簡　

一
枚　
　

台
盤　

一
脚

　

殿
上

　

日
給
簡　

一
枚　
　

文
杖　

一
枝　
　

台
盤　

三
脚　
　

厚
帖　

二
帖　
　

薄
帖　
　

三
枚

一�

、
獅
子
狛
箱
之
事
并
灯（
マ
マ
）燈

合
印
之
事
、
大
石
伺
候
故
、
裏
辻
殿
申
入
、
右
後
日
獅
子
狛
不
及
箱
、
御
倚
子
ニ
乗
候
様
被
示
、
灯（
マ
マ
）燈

合
印
者
、

一
方
墨
、
一
方
朱
ニ
而
御
紋
付
候
様
被
示
、
則
申
渡
候
事
。（
66
オ
）
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寛�
政
八
年
五
月
三
日
、
中
門
廊
車
寄
之
妻
戸
、
蝶
つ
が
ひ
・
金
物
損
有
之
、
修
理
職
奉
行
外
山
殿
江
申
入
候
処
、
此
方
よ
り
直
ニ
可
申
付
被
示
、

山
田
兵
部
江
申
付
候
事
。

来�

月
六
日
、
於
寝
殿
御
法
会
道
場
被
講
試
ニ
付
、
御
帳
台
并
昼
御
座
等
撤
却
之
事
、
院
司
正
親
町
前
大
納
言
殿
・
日
野
西
弁
殿
被
示
。
尤
更

衣
之
節
之
准
拠
ニ
而
庁
官
所
衆
可
催
事
、
且
又
内
々
大
工
畳
師
等
ニ
而
も
可
催
哉
。
何
も　

禁
中
様
子
聞
合
、
便
宜
次
第
可
取
計
被
示
。
仍

所
衆
之
内
、
大
石
越
後
守
、
当
時
勘
定
頭
殿
令
内
談
之
処
、
不
案
内
之
者
、
取
掛
候
而
も
無
益
候
故
、
最
初
被
仰
付
候
節
取
掛
候
職
人
、

指
物
師
故
、
其
職
人
畳
師
等
、
勘
定
頭
よ
り
可
相
催
旨
申
候
故
、
其
段
申
入
之
処
、
如
何
様
ニ
も
無
子
細
之
旨
、
被
示
候
事
。

　

右
同
御
殿
、
北
廂
東
ノ
方
、
屏
風
仕
切
候
内
江
入
置
事
。

　
　
　
　

寛
政
十
一
三
十
一
日

一�

、
去
七
日
、
寝
殿
板
敷
御
修
理
ニ
付
、
御
帳
台
、
同
所
北
ノ
方
江
被
寄
、
修
理
職
奉
行
沙
汰
也
。
仍
為
」（
67
ウ
）
心
得
、
院
司
梅
小
路
勘

ケ
由
次
官
殿
、
木
工
助
へ
被
示
。
八
日
予
被
伝
畢
。

一�

、
殿
上
、
厚
帖
・
薄
帖
敷
改
之
事
、
庁
官
よ
り
取
次
江
申
出
候
故
、
院
司
裏
辻
中
将
殿
江
申
入
候
処
、
来
廿
二
日
敷
改
之
事
被
示
。
則
虫
鹿

三
河
守
江
申
渡
候
事
。

　
　

右
、
是
迄
修
理
職
奉
行
衆
掛
候
処
、
自
今
院
司
掛
ニ
相
成
候
旨
、
裏
辻
公
理
朝
臣
被
示
畢
。

　
　
　

寛
政
八
辰
年
十
二
月
十
九
日

一�

、
常
御
殿
、
御
屋
根
葺
替
之
間
、
小
御
所
ニ
渡
御
有
之
。
依
之
、
近
日
弘
御
所
ヲ
小
御
所
代
ニ
被
用
候
事
有
之
。
御
帳
台
、
暫
被
撤
、
夜
御

殿
江
被
納
置
。
廂
御
座
并
朝
餉
御
座
、
台
盤
所
之
御
倚
子
、
台
盤
等
同
被
納
置
。
尤
院
司
之
掛
ニ
而
内
々
之
計
也
。
依
之
梅
小
路
勘
ケ
由
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次
官
殿
、
予
、
所
衆
大
石
父
子
参
仕
。
職
人
勘
定
頭
大
石
之
催
、
御
帳
并
御
几
帳
帷
等
ハ
、
評
定
衆
へ
申
入
、
箱
へ
一
緒
ニ
入
御
物
置
江
納

置
候
事
。
享
和
元
辛
酉
十
月
十
一
日

享�

和
二
年
十
二
月
廿
四
日
、
殿
上
、
厚
帖
・
薄
帖
敷
改
之
事
、
庁
官
よ
り
評
定
衆
江
伺
候
処
、
例
年
蔵
人
よ
り
被
聞
候
事
故
、
蔵
人
請
合
無
之

候
ハ
ヾ
、
里
亭
江
行
向
可
伺
被
答
候
ニ
付
、
木
工
」（
68
オ
）
助
亭
江
伺
出
候
故
、
可
伺
置
被
答
、
且
自
今
例
年
里
亭
江
可
伺
出
候
間
、
宜

計
呉
候
様
、
相
頼
候
事
。

享
和
三
年
、
朝
餉
間
、
板
敷
御
修
覆
有
之
間
、
東
廂
南
方
、
朝
餉
代
被
設
。
院
司
梅
小
路
。

　

同　

如
元
。

　

�

同
月
三
月
、
御
帳
并
御
几
帳
鼠
喰
、
御
修
覆
。
院
司
梅
小
路
勘
ケ
由
次
官
殿
、
評
定
衆
へ
被
申
立
。
十
一
日
、
去
三
日
御
装
束
之
節
、
南

面
之
簾
せ
ま
く
候
故
、
柱
之
際
ニ
而
透
候
。
御
沙
汰
有
之
候
得
共
、
評
定
衆
ニ
而
御
点
検
有
之
様
、
梅
小
路
殿
被
申
込
旨
被
示
。

一
、
勘
定
方
ニ
而
致
方
無
之
哉
之
旨
尋
候
処
、
少
シ
広
過
候
而
も
不
苦
候
ハ
ヾ
、
如
何
様
ニ
も
相
成
候
旨
答
候
事
平
岡
也
。

寛
政
十
年
」（
68
ウ
）

　

�

先
達
、
梅
小
路
勘
ケ
由
次
官
殿
、
院
司
拝
賀
之
節
、
小
森
差
次
蔵
人
申
次
被
勤
ニ
付
、
沓
傘
等
之
儀
ニ
付
、
所
司
違
背
之
儀
有
之
、
院
司

よ
り
伝
奏
衆
へ
被
申
込
、
段
々
締
有
之
。
寛
政
十
年
八
月
六
日
、
院
司
姉
小
路
少
将
殿
よ
り
木
工
助
俊
常
江
被
示
如
左
。

　

�

自
今
、
殿
上
小
庭
并
中
門
内
等
召
具
不
被
入
御
場
所
故
、
院
司
四
位
五
位
六
位
院
蔵
人
等
之
沓
傘
、
官
人
取
候
事
、
其
外ソ
ト

者
、
自
分
召
具

為
取
候
様
、
可
覚
悟
旨
被
申
渡
。
尤
右
之
趣
、
関
白
殿
政
熈
公
へ
も
被
申
込
伺
等
之
上
、
院
司
柳
原
頭
弁
殿
よ
り
、
所
司
一
統
江
者
被
申
渡

趣
也
。
若
自
今
以
後
違
背
之
儀
於
有
之
者
、
御
咎
可
被　

仰
付
旨
也
。
猶
又
頭
弁
殿
よ
り
以
書
付
可
有
巡
覧
旨
也
。
後
日
勘
ケ
由
次
官
殿

江
も
御
尋
申
入
処
如
是
〈
右
更
巡
覧
者
無
之
旨
、
梅
小
路
被
示
／
併
押
小
路
被
示
分
之
旨
也
〉。
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十
月
廿
五
日

一�
、
先
年
小
森

─
、
院
司
拝
賀
之
節
、
予
申
次
官
人
雖
取
沓
、
自
以
前
直
シ
有
之
、
笏
も
簀
子
ニ
置
。
相
済
候
後
、
召
具
沓
受
取
ニ
遣
候
処
、

其
侭
沓
脱
ニ
有
之
。
取
帰
り
候
様
、
官
人
申
」（
69
オ
）
候
故
、
受
取
帰
り
候
故
、
広
橋
頭
弁
殿
申
込
候
得
共
、
無
程
昇
進
ニ
而
等
閑
ニ
相

成
有
之
事
、
勘
ケ
由
次
官
殿
申
入
候
処
、
全
体
官
人
心
得
違
ニ
申
者
、
殿
上
之
小
庭
ニ
召
具
入
候
事
者
、
官
人
共
よ
り
制
シ
可
申
処
、
却
而

官
人
よ
り
入
レ
候
事
不
相
済
。
自
今
右
体
之
不
正
之
儀
有
之
候
ハ
ヾ
、
可
申
入
旨
被
示
候
事
。

一�

、
八
月
、
同
御
帳
台
中
之
御
几
帳
、
鼠
喰
有
之
趣
、
下
北
面
御
掃
除
之
場
所
故
、
見
及
候
趣
、
木
工
助
へ
告
候
故
、
押
小
路

─
殿

阿
波
権
介

江
申
入
。

則
評
定
衆
へ
被
申
込
、
御
修
覆
被　

仰
付
。
後
日
御
修
覆
出
来
。
評
定
衆
よ
り
院
司
江
被
渡
、
如
元
設
置
。

一�

、
同
月
、
同
殿
上
并
公
卿
間
簀
子
御
修
覆
ニ
付
、
台
盤
厚
帖
・
薄
帖
等
被
撤
、
四
位
・
五
位
・
院
司
・
蔵
人
等
参
仕
。
命
所
司
、
寝
殿
北
廂

江
令
入
置
。

一�

、
九
月
廿
六
日
、
右
御
修
覆
出
来
ニ
付
、
如
元
被
設
。
院
司
梅
小
路

─
、
木
工
助
参
仕
、
所
司
設
之
、
如
先
日
。
但
此
日　

御
幸
供
奉
相
兼
。

自
今
右
体
之
儀
、
別
人
参
、
相
兼
間
敷
事
。

一
、
申
次
進
退
、
何
レ
之
門
流
ニ
従
候
哉
之
事
、
伝
奏
江
被
届
置
候
間
、
可
申
入
旨
、
梅
小
路
被
示
事
。」（
69
ウ
）

　
　
　
　
午
十
月
廿
五
日

一�

、
右
申
次
之
節
、
陽
明
家
門
流
之
通
、
予
木
工
助
共
相
勤
候
旨
、
梅
小
路
勘
ケ
由
次
官
殿
江
申
入
。
極
月
廿
日
比
也
。
後
記
仍
日
不
慥
。

未�

正
月
六
日
、
主
典
代
井
上
丹
後
守
江
面
会
之
序
有
之
。
昨
年
柳
原
頭
弁
殿
よ
り
拝
賀
申
次
之
人
、
沓
傘
等
之
事
被
申
渡
候
義
可
有
之
如
何
、

承
知
之
事
哉
相
尋
候
処
、
沈
酔
ニ
而
難
相
分
。
翌
七
日
朝
来
于
清
所
口
乞
面
会
。
昨
日
申
候
義
、
吟
味
候
処
、
昨
年
四
月
柳
原
頭
弁
殿
よ

り
被
申
渡
趣
者
、
四
五
位
・
六
位
・
院
司
・
蔵
人
等
申
次
之
節
、
殿
上
小
庭
不
被
入
、
召
具
御
場
所
候
間
、
自
今
沓
傘
執
候
様
被
申
渡
。

富
嶋
御
請
申
上
候
上
者
、
相
違
無
之
旨
申
。
依
之
、
先
年
小
森
拝
賀
之
節
、
予
申
次
ニ
而
不
都
合
之
義
有
之
。
晴
之
御
場
所
故
、
差
掛
り
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難
渋
候
間
、
差
別
有
之
事
哉
尋
糺
候
段
申
聞
候
処
、
右
被
仰
渡
候
上
者
、
違
背
有
之
間
敷
、
猶
又
心
得
違
等
無
之
様
、
所
衆
庁
官
江
も
可

申
談
答
候
事
。」（
70
オ
）

享�

和
元
年
五
月
二
日
、
所
司
代
牧
野
備
前
守
、
御
庭
拝
見
被
　
仰
付
、
午
刻
参
于
武
家
候
所
、
次
廻
御
庭
拝
見
、
附
武
家
以
下
誘
引
、
終
院

伝
奏
衆
誘
引
、
于
竹
間
有
賜
物
。　

勅
製
薫
物
曩
薄
様
居
柳
筥
、
役
送
蔵
人
予
伝
奏
衆
へ
手
伝
。
先
是
目
録
、
伝
奏
衆
・
所
司
代
江
被
授

拝
見
之
後
、
有
目
予
受
之
持
参
、
備
前
守
頂
戴
之
後
、
非
蔵
人
江
授
、
非
蔵
人
取
次
へ
渡
、
羽
二
重
三
疋
、
蔵
人
木
工
助
持
出
居
座
上
、

頂
戴
之
後
、
下
北
面
引
之
。
畢
而
従
本
路
退
出
。

　

上
北
面
御
使
之
節
。

　
　
　

青
侍　

両
人　
　

輿
者　

三
人　
　

下
部　

両
人　
　

挟
箱
持　

壱
人　
　

宰
領　

壱
人

　
　
　
　

右
勘
定
江
申
付
。

　
　
　

輿　

壱
挺　
　

長
柄
傘　

壱
本　
　

笠
籠　

壱
荷　
　

挟
箱

　
　
　
　

右
取
次
江
申
付
候
事
。」（
70
ウ
）

【
図
、
簷
ノ
縁
二
筋
目
と
三
筋
目
と
間
ニ
居
・
此
所
へ
出
、
十
二
年
・
御
児
・
南
】
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寛
政
八
年
九
月
廿
七
日
御
囃
子
之
節
、
御
能
奉
行
唐
橋
殿
・
平
松
殿
両
卿
よ
り
差
図
如
此
。
良
久
朝
臣
・
常
顕
参
仕
。
指
貫
不
及
其
義
。」（
71
オ
）

（
奥
書
・
貼
紙
）

〔�

此
一
帖
者
、
去
寛
政
三
年
以
来
、

　

洞
裏
恒
例
臨
時
等
院
蔵
人
所
役
之
分
、
源
常
顕
筆
記
并
所
図
也
。
後
来
為
覚
悟
予
亦
乞
之
得
書
写
、
題
公
用
録
畢
。

　
　
　

于
時
寛
政
六
年
夏
六
月
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
工
助
江
俊
常

四
方
拝

一
、
廂
御
座
灯

─
之
所
、
灯
台
運
送
拵
置
。
ヒ
タ
シ
灯
シ
ン
・
間
・
土
器
廿
枚
乞
之
。
灯
台
付
油
指
油
乞
之
。〕」（
71
ウ
）
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【
図
版
1・
弘
御
所
】

蔀・紫端・高麗・布障子・殿上・台盤三脚・蔀・ケンレン・

高麗」（1オ）

（右上から）蔀・スイレン・布障子・朝餉・絹障子・ケンレン・

台盤所・札　（中央）昼御座・狛犬・獅子・御帳・夜御殿・

絹障子・ケンレン・絹障子・ケンレン・絹障子・ケンレン・

絹ハリ・ヤリ戸・蔀・垂簾・布障子・スイレン・蔀（御帳の

左）寛政十二十月一日、御帳中之御帖三畳共被敷改。南北行

旨、九月卅日被　仰出旨、四位院司姉小路・梅小路被申渡。」

（1ウ）
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【
図
版
2・
小
御
所
】

小御所／上段・南」（2オ）
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【
図
版
3・
常
御
所
　
四
分
一
間
之
図
】

御小書院／一間・同／二間・御上段／十帖・中段／十五帖・

下段／同・夜御殿／十二帖・同・南」（3オ）

申口／拭板・ヱン・小御所廊下・内々能御覧所」（3ウ）



蘆庵文庫蔵『院蔵人備亡』解題と翻刻45

【
図
版
4・
四
方
拝
】

雨儀之節、此所ニ設御座事。」（4オ）

庭燎・寝殿南庇・灯台・同・灯械・撤御格子」（4ウ）
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【
図
版
5・
拝
礼
】

庭燎・関白・大臣・大中納言・参議・散二三位・四位五位殿

上人・六位蔵人・庭燎」（7オ）

関白・大臣・大中納言・参議・散二三位・四位五位殿上人・

六位蔵人・梅・橘・庭燎四ヶ所・同・惣詰、蔵人同詰事・鎮

子オサヘ・申次・垂簾・コマヒ〆・鎮子オサヘ・コマヒ〆」

（7ウ）
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【
図
版
6・
正
月
三
日
／
吉
書
御
覧
】

蔵人・別当・撤御格子」（10オ）

スイレン鎮子置・以東撤御格子スイレン木間居押ヘ・御格子

撤スイレン木間居押ヘ・スイレン・蝉クロヽハズシ置事・ケ

ンレン・布障子〆切・寝殿已下御装束如常・障子南江立付・

南立付・上御格子一枚明ル巳・北江立付・十年之度如此」（10ウ）
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【
図
版
7・
御
歯
固
】

撤御屏風御格子等・寅年此辺ニ立候様申出・銭形御屏風片・

クチ木形御几丁・南立付」（12オ）

【
図
版
8・
千
秋
万
歳
】

万歳・警固・修理職・スイレン・建具撤・小児・催・五年如

此改・雲客・公卿・催・蔵人・上北面非蔵人・スヰレン・コ

シ屏風・小御所上段・スイレン」（14オ）
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修理職・此所ヘ進出・此所ヘ進出（朱筆）・此所之評定卿請目

（朱筆）」（14オ）

【
図
版
9・
千
秋
万
歳
（
貼
紙
）】
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【
図
10・
白
馬
御
覧
】

左右馬頭・馬・馬・御随身牽御馬・申次・灯械・寛政十三年

正月七日ヨリ殿上公卿間等江灯台出」（16オ）

可廻入・橘・庭燎・黒木焼人口向・寛政十一年後移設・置鎮

子・同・同・以水引括・置鎮子・撤御格子垂簾置鎮子・木マ

ヒ〆・以水引括簾・燈械・撤布障子・如常・金燭・庇之銭形

ヲ用・此屏風十二年ヨリ楽器御屏風可用事・寛政十一年ノ後此

御屏風如常之事・金燭」（16ウ〉
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【
図
版
11・
白
馬
御
覧
】

①常御屏風可立所・此御屏風従明春此儘可立。

②（右）寛政十一正七・此御屏風自今常用御屏風可用。廂御

座如常御屏風可立置。藤谷殿被命。燭・此御屏風ヲ撤シ、御

帳ノ東ニ一双共用来候処、重而　出御後如此。（左）寛政

十一小森差次頼望、進退如此・左右馬頭・庭燎今年設之・所

司候此所・下殿道・退入之道・昇殿道・復命・橘・庭燎

【
図
版
12・
三
毬
打
】

上北面・蔵人」（21オ）
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【
図
版
13・
寛
政
三
年
二
月
十
八
日
御
会
始
】

小御所・寛政八墨書之通出・撤戸障子・閉・スイレン・スイ

レン・大臣方・掻上・親王方・スイレン・ケンレン・撤戸障

子・聴聞衆・御会奉行・〆切・撤・スイレン・ケンレン・金

燭・蔵人・具・燭」（23オ）

雑」（23ウ）
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祗候・祗候・院伝・同・東使・所司代・此所ニ候事伝奏ヨリ被

示。祗候公卿雲客／被詰時候之。祗候被退後退也・蔵人・蔵

人・竪目六左を上として／持参取直而授」（25オ）

【
図
版
14・
関
東
使
参
院
】
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【
図
版
15・
関
東
使
参
院
・
竹
間
】

竹間・院伝・同・東使・同・所司代・寝殿・北廂・御陪膳／

堀川─・御手長／日野西─・役送／松尾─・申次／裏辻─・

出迎下北面／岡本─・姉小路─・右伝奏衆書付。

（付箋①）自関東進覧物已下之事、依便宜歟。蔵人商量之様

ニ相成有之。文化四二三、所司代引渡、老中安藤対馬守・所

司代阿部播磨守参　院之日、当番羽倉信賢へ吉田良久朝臣有

諷喩、元当番上北面へ下北面より附之。目六等受取伝奏衆へ尋

十五帖敷へ為持西椽座敷ニ持込。太刀拵帛進覧ニ武士献上太刀

拵却撤台操置事之由、仍已来其覚悟之事〈翌四日、橋本堯直・

松室重義当番也。依之重義取計、堯直も同様ニ点検／也。台拵〉

（付箋②）評定衆伝奏江被出書様如此。／杉原四ツ折、但御

陪膳已下役送迄也。」（25ウ）

　
（
付
箋
①
ア
リ
）
↓



蘆庵文庫蔵『院蔵人備亡』解題と翻刻55

小御所・スイレン・〆切・大臣・公卿・宮方・公卿・寛政八

御燭如図出・水引括・〆切・スイレン・ケンレン・東立付・

雲客・役送・残之硯・紙」（27オ）

【
図
版
16・
寛
政
三
年
二
月
廿
六
日
御
当
座
始
】
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【
図
版
17・
闘
鶏
】

寛政七年立此屏風、用朝餉料・妻戸〆切・スイレン・弘御所

南庇・スイレン〆切・スイレン下木マヒ〆／下格子撤・宿直・

宿直・鳥（朱筆）・鳥（朱筆）・梅・橘・南」（29オ）

公卿・殿上人・上北面已下・掛戸撒・雨儀・鳥（朱筆）・鳥（朱

筆）・掛戸撒」（29ウ）
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（付箋①）

文化二年二月廿四日、差次侍中ヨリ宗順へ闘鶏御装束可令沙汰

告来、令返書。

三月一日、参仕之序、修理職勘定等へ三日辰刻人夫催之事令

下知。

三日辰半刻比、参侍。修理職・勘定等、人夫揃之事申届。北

面江弘御所御装束如例可被廻、人夫相廻之旨申知、評定加勢、

外山光実卿へ闘鶏御装束取掛之旨申入。可為勝手被示。人夫

廻之事届修理職・勘定。相廻北西撤格子、翠簾掛亘、台盤所

も見繕掛改、白紅ニ而三所宛令括之。朝餉銭形屏風二帖出置、

北西立囲之。掃除相済、評定樋口宣康卿ニ届。午刻差次侍中

参　洞。御装束具評定申届置之旨申之。

（付箋②）

闘鶏雨儀ノ例無之。寛政五年雖有其沙汰、晴儀ニ而相済也。

今日雨儀也。差次侍中窺定闘鶏於中門軒下有之。始終差次進

退如晴。牛飼童中門辺居、渡殿軒伝ニ而南階下江進。宿直階下

柱ノ北江警衙附武士已下、簀子下階間ノ西へ可廻、宿直柱ノ添

北警衙候ハヾ、雨義ト相心得可廻于簀子下。尤以後雨儀ノ節

如今日可覚悟。評定宣康卿予へ被示。取次虫鹿三河守へ命。

秉燭ノ例無之。今年依及昏、臨期評定有命。弘御所東廂〈南

布障子ヨリ一間計北／中程〉母屋内御帳台ノ東等へ金燭出之、

北面へ渡。尤母屋ノ内金燭ノ南ヘ六枚折片立囲、外ヘ明リ不透様、

御道筋斗明リニ相成様評定点検有差図。小御所東椽座敷杉戸ノ

南角金燭一台出之。弘御所東簀子唐戸ノ外北ノ角ヨリ廊下所々

行灯四斗出之。」（29オ）
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【
図
版
18・
寛
政
三
年
／
御
楽
始
】

小御所・戸〆切・戸〆切・戸〆切・スイレン・スイレン・戸

シヤウジ撤・ケンレン・屏風仕切・建具撤・ケンレン・ケン

レン・建具撤・杉戸撤・板敷・杉戸撤・杉戸撤・ケンレン・

建具撤・妻戸開・打板・南」（31オ）
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小御所御上段・ケンレン・スイレン・大臣・公卿・大臣公卿

之間（朱筆）・役送道・大臣・公卿・ケンレン・役人衆・殿

上人・ケンレン・楽人・楽器・役送・役送・当番・南・寛政

八八廿七、雖不及秉燭評定三卿点倹
（ママ）

如図／但土器一枚。」

（33オ）

【
図
版
19・
御
楽
】
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【
図
版
20・
寛
政
三
年
二
月
一
日
、
上
北
面
蔵
人
・
非
蔵
人
御
礼
図
／
同
五
日
、
御
幸
始
　
還
幸
後
供
奉
上
北
面
蔵
人
同
上
】

非蔵人・上北面蔵人」（35オ）
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北・白張泥引・立具撤・屏風仕切・立具撤・ケンレン・立具

撤・杉戸撤・スイレン・ケンレン・スイレン・スイレン・ス

イレン・スイレン・スイレン・ケンレン・立具撤・〆キリ・

屏風仕切・立具撤・撤・南」（38オ）

【
図
版
21・
三
月
十
八
日
／
柿
本
神
影
供
】
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【
図
版
22・
嘉
祥
】

〆切・小御所上段・挑子以下此処ニ而受取・巻簾・御燭・御燭・

金燭・公卿（朱）・酌（朱）・加肴（朱）・殿上人・ケンレン・

金燭・上北面蔵人・西立付・金燭・銚子以下此辺ニ置・南」

（41オ）

（貼紙）文化三年、今年秉燭但巡流相済、御前金燭二台雲客被出。

公卿前中段西側上寄南庇東方等蔵人出之。十五帖敷一台出之。秉

燭事、明和七八年之比有之歟。

献数之事、最初五献也。〈巡流二献／小掛三献〉俊名上北面

之後、献数三献ニ相成。享和三年六月十五日、今日御盃献数

何比歟三献也。明和度之通、五献被改之旨可覚悟、冷泉為訓

卿被申渡。

↓
（
貼
紙
ア
リ
）
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ケンレン・開・ケンレン下格子撤・同・同・同・同・ケンレ

ン・開・下竹同上・下竹同上・下竹同・下竹同・南方ニ而明置・

酉年御寒之節・下竹・ケンレン・格子上下撤・下竹同南・北

立付・南立付・北立付・南立付・北立付・ケンレン・ケンレ

ン・ケンレン・上格子斗上ル・同・同・十一年ケンレン如図」

（43オ）

【
図
版
23・
六
月
祓
、台
盤
所
　
寅
年
評
定
衆
依
差
図
如
此
】

常御殿下段・御座・スイレン・小御所廊下・西」（43ウ）

【
図
版
24・
同
、
常
御
殿
下
段
】



64

【
図
版
25・
同
、文
化
三
年
六
月
祓
台
盤
所
御
構（
貼
紙
）】

上格子アゲ下格子撤ノ事、依例為下北面沙汰・上格子上ゲ下

格子撤之・スイレン同・此所斗鎮子置・同・悉不開・ヒラキ

カゲン・セミクロヽハヅシ置。

（貼紙）文化三年、台盤所御構上格子上ゲ下格子撤之。尤例

年為下北面沙汰〈累年覚悟年々／更ニ不及下知／相済如尋常

設之旨、届之。蔵人承置〉。

一、西面自南第二ノ間垂簾鎮子置依括留無之、不吹放タメ也。

勘定ヨリ鎮子一本取寄。

一、今日如例月御掃除相勤ノ時、御構如例宣旨、評定卿へ届

退出。尤蝉クロヽハヅス斗、蔵人手取也。

一、翠簾見繕之事、兼日勘定江申渡置。廿八日重義参合令沙汰、

七月二日如尋常令設。
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〆切（朱筆）・ツマト開・ケンレン・スイレン（朱筆）・上斗

上ル（朱筆）・格子上下撤・スイレン・妻戸開・〆切（朱筆）・

格子撤・ケンレン・スイレン（朱筆）・スイレン・〆切（朱筆）・

南方ニ而明置・〆切（朱筆）・〆切（朱筆）・北立付・南立付・

南立付・北立付・南立付・北立付」（44オ）

【
図
版
26・
享
和
二
年
依
風
雨
如
朱
書
（
朱
筆
）】
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【
図
版
27・
寛
政
六
年
八
月
廿
一
日
／
清
祓
御
装
束
図
】

弘御所・台盤所・御格子撤垂簾・垂簾・唐戸開・唐戸開・此

処雨儀仮屋設」（46オ）

公卿間・殿上・此所大麻院司被渡・雨儀此処」（46ウ）
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但御書院　御対面也・常御殿・南・評定・小児」（48オ）

【
図
版
28・
御
法
会
結
日
参
役
一
統
蔵
人
迄
／
御
対
面
之
図
】

北・小御所・礼撤却之侭・同西・戸障子入ル・戸障子撤却之

侭・〆切」（49オ）

【
図
版
29・
夏
御
法
楽
】
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【
図
版
30・
寛
政
四
年
八
月
廿
四
日
／
東
本
願
寺
始
参
院
】

戸障子撤・円座・スイレン・東立付・屏風」（49オ）
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南・中門・南面灯械八賦／八年九月廿六日、藤谷殿参議拝賀

／退出入夜。南面略之・庭燎／黒木従口向白丁持廻、但シ／

取次江申付候事。／土器・油・灯心等者、勘定頭江／申渡。」

（52オ）

【
�図
版
31・

寛
政
三
亥
年
十
一
月
廿
八
日
、
鷹
司
左
府
公
・
二
条
右
府
公
御
拝
賀
、
依
小
除
目
／
洞

中
之
儀
及
戌
刻
、
仍
灯
台
・
灯
械
・
庭
燎
設
如
是
】
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【
図
32・
鷹
司
政
熈
公
関
白
宣
下
】

灯台・牛フン・スイレン・スイレン二重・ヒトヘ・フタヘ・

スイレン二重・灯械・同・庭燎・同」（53オ）
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申次初度道・退入之道・奏聞之道・復命之道・主典代執沓、

庁官授笏」（54オ）

【
図
版
33・
徳
大
寺
内
大
臣
実
祖
公
拝
賀
】
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【
図
版
34・
同
拝
賀
、
雨
之
儀
】

（右）復命之後同所ニ而／掛裾執笏退入・此処ニ而下裾召具・

徒跣・此処ニ而笏授召具・奏問
（ママ）
之道・復命之道・傘此処ヨリ召

具執・依雨此所ニ而掛裾、／沓主典代井上丹後守、／傘庁官

束帯、／笏大石授、／諸司祗候此所、庁官衣冠、余狩衣」

（55オ）
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東・スイレン・昼御座代・朝餉代・小御所／上段・西廂・タ

カマツノシヤウジ・御倚子・台盤所代・スイレン」（56オ）

【
図
版
35・

寛
政
六
年
三
月
七
日
立
后
之
節
、
此
御

所
被
用
本
宮
間
、
四
日
ヨ
リ十
日
迄
被
移
如
図
】

朝餉・此所御修覆・屏風仕切・台盤所如常」（57オ）

【
図
版
36・

享
和
二
年
四
月
六
日
東
庇
江被
移
、
右
ニ付
庭
田
中

将
重
能
朝
臣
・
予
参
仕
／
官
人
不
及
参
仕
、
御
台
所
沙
汰
也
】
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【
図
版
37・
同
、
東
庇
】

銭形屏風片・如右畳其儘也・此所如常・高松障子・東庇」

（57ウ）




